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「あっ！」

　登校中だった山やまノの上うえ大だい地ちは声を上げた。

　早朝の閑散とした通学路に、見覚えのある人物がいたのだ。

　ずっと捜している人が。

　すらりとした痩やせた二十歳くらいの男性。眼鏡めがねをかけて――。

　あれは従兄いとこの山ノ上土と志し紀きでは！

「土志紀！」

　声をかけられ、眼鏡の男性が大地を見た。

　――似ているけど、違う。

「……すいません、人違いです」

　大地が謝ると、男性はさっさと行ってしまった。

　大地はがっくり肩を落とした。

「あーあ、見間違いかあ……」

　土志紀のやつ、どこに行ったんだろう。



　パッパー!!



　激しいクラクションに、大だい地ちは慌てて飛とび退のいた。

　いつの間にか往来のど真ん中にいたのだ。



　むぎゅ。



　足が何か柔らかいものを踏んだ。

「いった――――――い!!」

　聞き慣れた声に、大地はぎょっとして振り返った。

　波打つ、金色がかった亜麻色の髪がまず目に飛び込んできた。

　大きな緑色の瞳ひとみは、痛みのせいか、少し潤んでいる。

　誰だれの目も惹ひきつけずにはおられない、美少女が真後ろに立っていた。

　学園のアイドルとして有名な、麻生あそう渚なぎさだ。

「足、どけなさいよ―――――!!」

　渚が叫ぶと同時に、ばちこ―――ん、と平手打ちをかましてきた。

「うがっ！」

　凄すさまじい衝撃を受け、大地はよろめいた。

　世界がぐるぐると回る。

「ううっ……足を踏んだのは悪かったけど、殴る前に一呼吸おけよ……」

「何言ってんのよ！　私のか弱く美しい足を踏むなんて――あ、あら先生、おはようございます！」

　それまでの般はん若にや顔はどこへやら、渚は横を通り過ぎる担任教師に、とっておきの笑顔を浮かべる。

「おはよう。二人とも、楽しそうだな。遅刻するんじゃないぞ」

　二人のやりとりをまったく知らない教師がのんきに声をかけてくる。

「はい！」

　元気よく、爽さわやかに渚が答える。

　そうなのだ。

　麻生渚は、凄まじい猫かぶりなのだ。

　普段は、容姿端麗、成績もよく、誰にでも親切で優しい、完かん璧ぺきな美少女として名が通っている。

　しかも、歌手としてデビューするほどの美声の持ち主だ。

　だが、その正体は――。

「何よ、その目。何か言いたそうね」

　ぎろり、とエメラルド・グリーンの瞳ひとみが物騒な光を放つ。

「……なんでもない」

　凶暴で怪力。そして、人魚姫のハーフとして、夜な夜な怪物たちと戦っている――などといっても誰だれも信じないだろう。

「はあ……」

　渚なぎさが深いため息をついた。

「どうしたんだ」

「ラーメン……ラーメンが食べたいの……」

「何を深刻な顔をしているのかと思ったら、たかがそんなことか」

　つい本音を言ってしまった大だい地ちは、いきなり胸ぐらをつかまれた。

　そのまま、ぐぐっと上へと持ち上げられる。

　大地の両足が地面から離れた。

　華きや奢しやな少女が片手で、男子生徒を軽々持ち上げる――あり得ない光景だが、怪力の渚にとっては大したことではない。

「ぐえっ！　やめろ」



    

  
    
      



    

  
    
      　首がしまって苦しい。

「たかがですってえ……」

　渚なぎさがドスのきいた声で言う。

　その緑色の瞳ひとみは好戦的に輝いている。

　まずい！

「あっ、人が見てる！」

「えっ！」

　渚が素早く手を離す。

　ようやく足が地面に着き、大だい地ちは激しく咳せき込こんだ。

「こ、このっ！　凶暴人魚！」

「誰だれもいないじゃないの！」

　それでも渚は心配げに辺りを見回す。

　幸い、朝が早いため、目撃者はいなかった。

「まったく……ラーメンのために殺されるとこだよ……」

　渚は無類のラーメン好きなのだ。渚は自分のイメージに合わないと必死で隠しているが。

　渚がごほんとわざとらしい咳せきをした。

「ねえ、帰りに寄っていかない？　中なか森もりラーメンストリート」

　渚が隣町にあるラーメン通りに誘ってきた。

「今日はやめとく」

　大地はあっさり言ってやった。

　平手打ちと首締めのお返しだ。

　すると、渚の顔がみるみる青ざめた。

　その顔からは、絶望感すら漂ってくる。

「そ、そんな……なんで？　お小遣いがピンチなの？　あ、またＵＭＡのフィギュアとか本とか余計なもの買ったんでしょ？」

「べ、別に余計なもんじゃない!!」

　図星を指され、大地は慌てて言った。

　日本のＵＭＡ研究家の第一人者、草くさ野のさんの新刊を買ってしまったのだ。

　カラーページ付きで見み応ごたえがあったが、値段もなかなかのものだった。

「ほ――――ら、やっぱり！」

「うるさい！　とにかく、俺おれは行かないからな！」

　大地は素っ気なく言ってやった。

「きょ、今日はおごるから……」

　渚がうって変わっておずおずと言った。

「別におごってもらう必要もないし。一人で行ったら？」

「そ、そんなあ……」

　渚なぎさは一人でラーメン屋に行けないのだ。

　大だい地ちと一緒にいれば、『男友達に誘われ、いやいやラーメン屋に来た』という振りができるから。

「今日はラーメンの気分じゃないの？　こんなにラーメン日和びよりなのに！」

「ラーメン日和って何なんだ……」

　焦るあまり、渚がわけのわからないことを言い出す。

　まあ、つまるところ、今日はおいしいラーメンが死ぬほど食べたいということなのだろう。

「ああ、今日はいい天気だなあ」

　はぐらかすように、大地は大きく伸びをした。

　たまには優位に立つのも悪くない。

「ねえ、大地……」

　そのとき、一陣の風が吹いた。

　それは、思い切り渚のスカートをめくりあげた。

「きゃあああああ!!」

　渚が慌てて手でスカートを押さえたが、時既に遅し。

　大地はバッチリ見てしまった。

　そして、つい、口にしてしまった。

「花柄なんて珍しいなあ……」

　と。

　その瞬間、渚がしてやったりと笑みを浮かべた。

　まるで、ファウストの魂を手に入れた、メフィストフェレスのごとき悪魔の笑みだった。

「……私の下着を見ておいて、ただで済むと思ってないわよね？」

「う……」

「今日の帰りは中なか森もりラーメンストリートに決定ね!!」

「ううっ！」

「やったあ！」

　渚が手を大きく挙げると、その場で飛び跳ねる。

　長い蜂はち蜜みつ色の髪が大きく揺れる。

　その顔には満面の笑みが浮かんでいた。

「そ、そんなに嬉うれしいのか、ラーメンが食えるのが……」

　ぴょんぴょんと弾むように歩く渚を見ていると、自然に笑えてきた。

　まあ、いいか。

　あんなに喜ぶんなら。

　小遣いはピンチだが……。



　渚なぎさと大だい地ちは知るよしもなかった。

　その頃ころ、浜はま森もりで恐ろしいことが起こっていることなど――。



　　　　　　　＊



「ジョン！　ねえジョン！」

　浜森の公園で、一人の少女が飼い犬の名を呼んで捜し回っていた。

　年の頃は高校生くらいだろう。

「困ったな……学校に遅刻しちゃう」

　ジョンはハスキー犬の血が混じった雑種犬だ。

　目は青く、灰色と白の毛並みをしていて、ハスキーの血が色濃く出ている。

　大型犬で力が強いので、散歩は父の担当だった。だが、父が出張なので、今朝は彼女が代わりに散歩をさせていた。

　だが、慣れない散歩のうえ、ジョンの力の強さに、ついリードを離してしまった。

　そして、やんちゃなジョンは一目散に走っていってしまったのだ。

「もう……帰っちゃうわよ――――！　いいの―――？」

　少女はやけっぱちになって叫んだ。

　そのときだった。

　ギャン！というジョンの悲鳴が聞こえてきたのは。

「……ジョン？」

　どうしたのだろう。

　何かガラス片でも踏んだのだろうか。

　少女は慌てて声のしたほうへ駆けだした。

　確か、声がしたのはあの草むらのほうだ。

「ジョン！」

　少女が叫んだときだった。

　ざざざざざざ――と草をかきわけるような音がし、遠ざかっていく。

　ぞくっと少女の背筋に冷たいものが走った。

　まるで大蛇が草むらを這はっていくような、そんな音だったのだ。

「ジョン！」

　草むらをかきわけた少女は、見慣れた灰色と白の毛皮らしきものがのぞいているのを見つけた。

「ジョン？」

　倒れているの？

「……!!」

　近づくにつれ、少女は付近の草に赤黒いものがついていることに気づいた。

　まさか――。

　嫌な予感がする。

　おそるおそる近づいた少女は、とうとう見てしまった。

　変わり果てた愛犬の姿を。

　悲鳴が早朝の公園に響いた。



    

  
    
      
第一章　嵐あらしの予感





　二人で一緒に登校したら、変な噂うわさになるでしょ！

　……という渚なぎさの主張のもと、大だい地ちと渚は学校に近づくと別れ、時間差で学校に入ることにした。

「暑いなあ……しかし」

　先に登校することになった大地はつぶやいた。

　鬱うつ陶とうしい補講もあと数日で終わる。

　そうすれば終業式があり、ようやく夏休みだ。

「あれ……」

　教室に入った大地は、しょんぼりしている篠しの崎ざき朱あか里りを見つけた。

　いつもながら小さい体を、更にちぢこませ、肩までの黒髪が悲しげに垂れている。

　大地はカバンを机に置くと、そっと声をかけた。

「おはよう、朱里。どうしたの？」

　席に座りながら尋ねると、朱里がようやく顔を上げた。

　眼鏡めがねをかけた、その奥の大きな黒い瞳ひとみが潤んでいる。

　目の周りが赤く腫はれていて、泣いていたのが明らかだった。

「何かあったの!?」

　大だい地ちは驚いて尋ねた。

　朱あか里りがうつむくと、蚊の鳴くような声で言った。

「今朝ね……近所の犬が殺されたって……」

「殺された!?」

　大地は耳を疑った。

　信じられない。この平和な町で？

「うん……ジョンって名前の、可愛かわいいハスキー犬の雑種だったのに……」

「ハスキー犬……」

　大地の脳裏に、灰色と白のふさふさした毛並みをした、がっしりした犬の姿が浮かんだ。

　見た目こそ怖そうに見えるものの、愛あい嬌きようがあって人なつっこい犬種だ。

「ひどいことをする奴やつがいたもんだな……」

「最近、浜はま森もりで犬や猫が殺されてるの、知ってる？」

「ああ」

　つい三日前には、小学校で飼っていたウサギが殺されている、というか食べられているのが見つかったばかりだ。

　しかも、かなりの乱暴者らしく、バラバラに食い散らかし、朝の点検に回っていた用務員が気絶したほどの惨状ぶりだったらしい。

　何か大型の野犬か、どう猛な肉食獣がうろついているのでは――と噂うわさになっていた。

「その……ジョンは殺されていたっていうか……」

「同じよ。他ほかの事件と。……噛かみちぎられていて、内臓を食べられていたんですって」

　大地は凍りついた。

　ウサギなら――まだ、わかる。

　浜森は田舎なので、タヌキか何かが襲ったのではないかと。

　だが、今回はハスキー犬だ。

　穏和な性格だが、体は大きい。牙きばもある。

　その犬を喰くらうもの。

　それはいったい何だ？

　大地の脳裏に、巨大なワニやライオンが浮かんだ。

　そんなものが、浜森をうろついているっていうのか？

「魔物の仕業かもしれないな……」

　大地は朱里に聞こえないよう、ぼそっとつぶやいた。

　ここ、浜森は『魔の海』という異空間とつながっていて、『通路ホール』と呼ばれる異空間との裂け目から魔物が出てくることがあるのだ。

　渚なぎさに相談したほうがいいかもしれない。

　大だい地ちはちらっと、教室に入ってきた渚を見た。

　麻生あそう渚。

　長い蜂はち蜜みつ色の髪と緑色の目をした、人魚姫のハーフ。

　華麗な外見と、優雅な所作、そして素晴らしい歌声をもつ美少女。

　しかし、それは彼女の表の顔にすぎない。

　実は彼女は怪力で、魔ま獣じゆう具ぐを操り、そして、凶暴な性格をもつ勇猛果敢な戦士でもあるのだ。

　彼女は優秀な魔物ハンターでもあり、これまでも何回も浜はま森もりの危機を救ってきた。

「ジョン……」

　朱あか里りが小さくつぶやく。

　眼鏡めがねを外し、そっとハンカチで目を覆おおった。

　大地はその華きや奢しやな肩を力づけるように手を置いた。



　　　　　　　＊



　鮮やかな蜂蜜色のロングヘアを渚はそっとなでた。

「ふふ……」

　いつもながら、美しい髪は綺き麗れいなウェーブを描いているし、お肌のツヤもいい。

　教室内の生徒たちが、憧あこがれの眼まな差ざしを向けてくる。

　いい気分だった。

　それに今日の放課後は、おいしいラーメンが食べられるのだ！

　テレビドラマに出演などしてしまったため、近辺で顔が広まってしまい、あれから行く機会がなかったのだ。

　今日はいい日になりそうだった。

「!!」

　だが、すぐに渚の緑色の目がくもった。

　視線の先にあるのは、向かい合っている大地と朱里。

　二人は深刻そうに顔をつきあわせ、何やら話し込んでいる。

　しかも、大地は朱里の肩に手を置いていた。

「」

　渚はぎゅっと手近なノートを握った。

　ノートは今にも、くしゃっと潰つぶれそうだったが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

　渚なぎさには、そこだけ特別な空間に見えた。

　――何を話しているんだろう。

　渚はじいっと二人を見つめた。

　……いつまでしゃべってるのよ！

　そのとき、渚はハッとした。

　何を気にしているのかしら、私は。

　別にあの二人が仲良くしていたって、私には関係ないじゃない。

　渚は深呼吸をして気を落ち着けた。

　ぐしゃぐしゃになったノートと教科書をそろえると、まっすぐ前を見る。

　だが、はらわたは煮えくりかえったままだった。

　――ダメだ。やっぱり気になる。

　渚はできるだけそっと立ち上がった。

　どかどかと足を踏みならし、机や椅い子すを蹴けり飛ばしたい衝動を必死でこらえ、渚はとっておきの笑みを浮かべて優雅に二人に近づいた。

　渚は猫かぶりなのだ。

　表向きは才色兼備の優しく麗しい女子生徒で通っている。

　だが、中身はまるで逆なので、こういうときはつらい。

　今までは大した支障はなかったのだが、大だい地ちと出会ってから素の自分を出すことが多くなったので、抑えるのに苦労する。

　なのに、こいつったら！

　渚は大地と朱あか里りの前に立った。

　にっこりと優雅に笑う。

「おはよう。篠しの崎ざきさん、山やまノの上うえくん」

　だが、二人とも、戸惑ったような顔を向けてくる。

　どうかしたのだろうか。

　そのとき、渚は朱里の顔が真っ青なことに気づいた。

「篠崎さん、顔色悪いけど大丈夫？」

「……っ」

　こらえきれなくなったのか、ハンカチで顔を覆おおうと朱里が教室を飛び出した。

　これにはさすがの渚も驚いた。

「ど、どうしたの？」

　思わず大地の肩をつかみかけて、慌てて手を戻す。ここは教室で人目があるのだ。

「二回も説明するのがつらかったんだろ」

　大だい地ちはため息をつきながら、朱あか里りの近所で犬が殺された事件の話をした。



　　　　　　　＊



　昼休み――。

　大地と渚なぎさは二人で屋上にいた。

　ぎらぎらと輝く太陽が、二人を照りつける。

「暑い……なぜに屋上で昼ご飯を食べなくちゃならないんだ？」

「しょうがないでしょ！」

　渚がカップラーメンを手に、えへん、と威張る。

「この学園のアイドルである私が、カップラーメンを昼ご飯にしてるなんてバレたら大変なことになるじゃない！」

「はいはい……」

　無類のラーメン好きなのだから、堂々としていればいいものを、渚は絶対に隠したがる。

「でも、なんで昼ご飯にラーメンなんだ？」

　すると、渚がふっふっふっと楽しそうに笑った。

「これはねー、今日から発売のカップラーメンで、ラーメンの達人がコンビニエンスストアと共同開発したオリジナルラーメンなのよ!!」

「ほ、ほう……」

　さすがにラーメン好き。こういう情報は早い。

　大地の呆あきれかえった顔に気づかず、渚が得意げに言う。

「本当はね、今日の夜にしようと思ってたんだけど、一刻も早く味わうのが通つうってもんでしょ！　だから、勇気を振り絞ってコンビニで登校中に買ってきたの！　店員さんには『先輩に頼まれちゃって……』って可愛かわいく言っておいたから、バッチリ！」

「あ、そう……」

「あ、三分を一秒過ぎちゃったわ！　あんたのせいよ！　よし、いくわよ」

　手早く割わり箸ばしを割ると、渚がべりっと勢いよく蓋ふたを剥はがす。

「まずはスープね……」

　渚はまるで茶道のように容器を丁寧に抱えると、スープをこくっと口にした。

　そして、堪たん能のうするように目をつむる。

「うまろやかとてもカップ麺めんとは思えない、この味わい」

　でれ――――っと渚の目め尻じりが下がる。

　いつも思うのだが、この女はラーメンを食べているときが一番幸せそうだ。

「よし、のびないうちに麺も！」

　渚なぎさがずずっと麺めんをすする。

　今日は周囲に大だい地ちしかいないこともあり、遠慮会釈もない、豪快なすすりっぷりだ。

「むごごごっごごごご……」

「……感動の言葉は、麺を食ってからにしろ……」

　大地は卵焼きを食べながら、呆あきれて言った。

　ごっくん、と麺をすすり終わった渚が、恍こう惚こつの表情になった。

「信じられない……このコシといい喉のどごしといい……最高……」

「そ、そんなにうまいのか」

　大地もラーメン好きではある。興味がわいてきた。

「な、なあ、一口味見させてくれよ」

「ごめ―――ん、一つしか買ってきてないのよ目立つから」

　渚が申し訳なさそうに言う。

　……一口もくれないのか。

　なんと食い意地の張ったやつ。

　だが、大地も今までの経験で学んできている。

　ラーメンを食べる邪魔すれば、恐ろしいことが起きると。

　ところが、奇跡が起きた。

　じいっと渚を見ていると、すっとカップラーメンが差し出されたのだ。

「え？」

　大地が戸惑っていると、

「しょうがないわね。一口だけよ」

　と渚が言った。

「ホントにいいのか？　殴らないのか？」

　大地はおそるおそるカップラーメンを受け取った。

「大丈夫よ。……全部食べたりしなければ」

　渚が釘くぎを刺す。

「わ、わかってるよ」

　大地はドキドキしながら、すっと口をつけようとして止まった。

　あ、これって間接キスじゃ……。

「何止まってるの？　麺がのびるじゃ……あ……」

　怪け訝げんそうに見つめていた渚の顔が赤く染まった。

　渚もそのことに気づいたらしい。

　渚が目をそらせると、

「食べないなら、食べないで別にいいわよ」

　と小さい声で言う。

「い、いや、せっかくだし、味見させてもらうよ」

　心臓がドキドキする。

　たかがラーメンを食べるだけだというのに。

　大だい地ちはゆっくりカップに口をつけると、スープを飲んだ。

「お……」

　じんわりと旨うま味みが口の中に広がっていく。

「うまいな、これ！」

　照れ隠しのせいか、声が大きくなってしまう。

「でしょ！　そうでしょ！」

　渚なぎさもやたら大げさに反応してくる。

　こうなるともう引き返せない。

　大地は麺めんをすくうと、一気にすすった。

「うおっ！　本当にいけるな、これ！」

　確かに渚の言ったとおり、カップラーメンとは思えないほどコシのある麺だ。それにスープがからんで絶妙のうまさを醸し出している。

「サンキュ！」

　できるだけさりげなく言うと、大地はカップラーメンを渚に返した。

「い、いいのよ、これくらい」

　そう言うと、渚がまだ顔を赤くさせたままカップラーメンを受け取る。

「俺おれも買って帰るかな……」

　大地がそうつぶやいたとき、ぷはあっと満足げな吐息が聞こえた。

　何事かと思えば、渚が箸はしを置いている。

「……お、おまえもう全部食べたのか」

「うん。そうだけど？」

　大地はまだ半分も弁当を食べていない。

　恐るべし、早業。

　いや、知っていたが。

「それにしてもさー、ひどいことする奴やつがいるわよね」

　緑色の目を輝かせ、渚が憤然と言う。

「何の話だ？」

「何って、今朝の犬殺しの件よ！」

　ちょうど唐揚げを食べていた大地はふきだしそうになった。

「おまえなあ、自分が食べ終わったからって、エグイ話を食事中に……」

　渚なぎさはもちろん、大だい地ちの話など聞いていない。

「犯人は絶対男ね！」

「なんで男って決めつけるんだ？」

　大地が尋ねると、

「だって、ハスキー犬なんて大きな犬を殺せるなんて、女性には難しいわ。それに、こういう凶暴な事件は大抵男性が起こすものだし」

　……俺おれは一般男性の百倍は凶暴な女を知っているが。

　……しかも、そいつは目の前にいるが。

　大地はそう思ったが、後でボコボコにされるのは嫌なので黙っていた。

「ところでＣＤ制作のほうは進んでる？」

　大地が尋ねると、渚がうんざりしたように頷うなずいた。

　渚はこの浜はま森もり高校のアイドルというだけでなく、『リラ』という芸名をもった歌手でもあるのだ。

　プロフィールや顔出しなしで売り出したファーストアルバムがヒットし、その第二弾を作製することになった。

「相変わらず毎日のようにマネージャーから連絡が来るわよ。あーあ、東京に住んでいなくてよかった！　下へ手たしたら、ずっと見張られていたかも」

　渚の言葉に大地は苦笑した。

「あの人ならやりかねないなあ」

　大地は、びしっとスーツを着こなした、迫力ある女性マネージャー、豪ごう徳とく寺じ政まさ美みを思い出した。

「本当にしつこい女なのよね……」

「それだけ見込まれてるってことじゃん」

「こっちはいい迷惑よ」

　渚が深いため息をついた。

　豪徳寺は渚が所属するプロダクションのマネージャーなのだ。

「でもやり手だよなあ。東京からわざわざ他県の浜森まで足を運んでおまえを説得したんだからなあ……」

「ええ。社長を連れて家まで押しかけてね」

　渚が嫌そうに言う。

「結局、おまえに顔出しＯＫさせたんだもんな」

　豪徳寺は渚を相手に、とうとう顔出しジャケットで、ＣＤを出させる契約を取りつけたのだ。凄すご腕うでといえよう。

「しかも、プロモーションの一環として、ドラマにまで出演させたもんなあ……」

「強引なのよ、あの人は何かにつけ！」

「でも、おまえ演技うまかったじゃん」

「そりゃ、私はなんでもできるからね！」

　渚なぎさが威張って胸を張る。

　だが、すぐに肩を落とした。

「あーあ、芸能界なんて興味なかったのになあ……。気づけばいろいろ関かかわっちゃってるし……」

「でも、歌うのは好きなんだろ？」

「まあね」

　渚の美声に知り合いのプロデューサーが惚ほれ込んでしまったので、覆面歌手としてデビューしたのだ。

　しかし、ヒットした歌手を放ほうっておくほど甘くはない。

　そこで第二弾のＣＤが作られることになったうえ、プロモーションも兼ねてテレビドラマにゲスト出演することになったのだ。

　そして、なぜか大だい地ちまで出演することになってしまった。

　あのときのことを思い出すと、今でも顔から火が出そうだ。

　よく、カメラの前で演技――というほどのものでもなかったが――できたものだと思う。

　そういえばあのとき――。

　大地はちらっと渚を見た。

　人魚姫のおまじないといって、頬ほおにキスされたんだっけ。

　大地は思わず頬に手をやった。

　やわらかい唇の感触がまだ残っている。

「大地？」

　渚の声に、大地の心臓は跳び上がりかけた。

　ダメだ。

　余計なことを考えるのはよそう。

「話がそれたけど、俺おれは魔物の仕業なんじゃないかって思うんだ」

「……確かにその可能性もあるわね。でも、今は何の目撃証言もないんでしょ？」

「ああ」

　怪しい人影も、魔物の姿も、何も目撃されていない。

「襲われた場所もバラバラだしね……パトロールするにしてもこれじゃちょっと……」

「潮しお騒さいは聞かなかったか？」

　この海のない浜はま森もりで聞こえる潮騒――それはこの世界と魔の海がつながった証あかし。

　魔の海の血を引く渚は、その特別な潮騒を聞くことができるのだ。

「ううん。ここ数日、聞かないわ。だから、魔物の仕業じゃなくって人間がやったんだと思ってたんだけど」

「なるほどなあ……」

　潮しお騒さいはあまりに遠かったら聞こえないらしいが、それにしてもまったく気づかないということは魔物は関係ないのかもしれない。

「それより、あんたのほうの『感知能力』はどうなってるの？」

「え？　ああ……」

　大だい地ちは右手を見た。

　魔の海の『羅ら針しん盤ばん』が埋め込まれた右手。

　どうやら成長しているらしく、最初は方角などがわかる程度だったのだが、魔物の気配も探知できるようになったし、盾のように使えたりもした。

「俺おれのほうも何も感じなかったな……」

「まあ、あんたはもともと普通の人間だしね……だからこそ不思議よねー。魔の海のものが体となじんで、しかも能力を使いこなせるなんて」

「そうだよな……」

　考えれば考えるほど不思議だ。

「もしかして、血筋なのかもね」

「血筋？」

「あんたのご先祖に魔の海に属する人がいたのかもしれないってこと。あんたはＵＭＡが好きだけど、やたら浜はま森もりのＵＭＡにこだわっているでしょ？　それって何か本能的なものなのかもしれないって思って」

「えええええええ!?　そうなのかなあ？」

　大地の驚きように、渚なぎさがくすっと笑った。

「ほんの思いつきの仮説よ。気にしないで」

「驚かすなよ」

　大地はまだドキドキしている胸を押さえた。

　自分の中に魔の海の血が混ざっている？

　そんなこと、考えもしなかった。

　でも、あり得ないことじゃない。

　なぜなら、目の前にいるのだから。

　人間と人魚姫のハーフが。

　風に揺れる、見事な蜂はち蜜みつ色の髪を手で押さえ、渚がつぶやいた。

「ようやく『占い師』を倒したし、しばらくは平和でいてほしいわ」

「そうだな……」

　浜はま森もりに通路を開けまくり、魔物を召喚しては犠牲者を出していた『占い師』、清きよ人と。

　魔の海に消えていった。

　気になる言葉を残して。

　土と志し紀きが春休みに浜森に来ていたというのだ。

　土志紀は大だい地ちの四つ年上の従兄いとこで、神奈川の実家から大学に通っていた。

　それが、最近は大学にもほとんど顔を出さなくなり、そして、数日前から行方不明だという。

「そういえば、従兄の土志紀さんだっけ？　見つかった？」

　渚なぎさも気にしてくれていたようで、声をかけてくれた。

「いや、まだだ……」

　土志紀から連絡はない。

　伯母たちから、土志紀が見つかったとの知らせもない。

　土志紀に何があったんだろう。

　大地がため息をついたときだった。

「あ―――、いたいた！　お――――い、お二人さん！」

　屋上のドアが開いた。

　元気よく声をかけてきたのは、二年生で生徒会長、そしてＵＭＡ研究会の部長である早はや瀬せ空く美みだ。

　長いポニーテールを揺らして駆け寄ってくる。

　渚が慌てて後ろ手にカップラーメンのカップを隠す。

「空美、張り切りすぎよ」

　ぼそっとつぶやいたのは、同じく二年生で生徒会会計の小お野の寺でら香かお流るだ。

　相変わらず感情の読めない無表情さだ。

　色素の薄い髪と瞳ひとみが、天から差す日に照らされて金色に輝き、どこか洋風の人形めいてみえる。

「どうしたんですか、二人して」

　渚がにっこりと上品に微笑ほほえむ。

　鬼のような顔を見せるのは大地にだけだ。

　同じＵＭＡ研究会の仲間に対しても、がっちり猫をかぶっている。

「文化祭について話し合うから、今日の放課後集合ね」

「は、はい！」

　そうか、文化祭か……。

　九月末開催とはいえ、その前に中間テストもある。

　夏休み前からしっかり用意をしようということなのだろう。

　クラスごとの出し物もあるし、同好会と二足のわらじなので、確かに早めに取りかかったほうがいいに違いない。

「あ、朱あか里りちゃんにはもう言ってあるから。なんだか落ち込んでいたみたいだけど……」

「実は……」

　大だい地ちは二人に犬の事件を話した。

　聞いた途端、空く美みが憤ふん懣まんやるかたないというようにまなじりをつり上げた。

「ひどいことするやつがいるものね！　許せないわ！」

「最近多いわね……その手の事件」

　香かお流るがぼそっと言った。

「小動物から大型犬……変質者の仕業だとしたら、次は人が襲われる可能性もあるわね」

「ちょ、ちょっと香流真顔で怖いこと言わないでよ！」

　空美が自分より小柄な香流に抱きつくようにして言った。

「……可能性の話をしているだけよ」

「でも、本当に変質者の仕業かもしれないので、気をつけてくださいね」

　大地が言うと、空美が笑顔をつくった。

「大丈夫よ！　足は鍛えてあるから逃げるわ！」

　空元気なのが伝わってきたが、それでも心配かけまいとする空美の気持ちは伝わってきた。

「それより、渚なぎさちゃんのほうが心配だわ。可愛かわいいし、華きや奢しやだし。変な人に会ったらすぐ逃げるのよ！」

「え、ええ……」

　渚がちょっと複雑そうに答えた。

「じゃあ、放課後部室でね！」

　空美が手を振ると、香流と一緒に屋上を出て行った。

　大地はちらっと渚を見た。

「……空美先輩、おまえが魔物をぼっこぼこにしてるって知らないからなあ……。この浜はま森もりで最も危険人物だっていうのに……」

「何ですって!?」

「え、いや、おまえは大丈夫だろうなあ……って」

「何言ってるのよ！　私だってか弱い女の子なんだから！」

　どこがだ。

　そうツッコミたいのを、大地は必死で堪こらえた。

　話題を変えよう。なんだか、空気が悪い。

　というか、渚の目が怖い。

「文化祭かあ……高校だと本格的なんだろうなあ」

「ラーメン屋はあるかしら……」

　渚なぎさはなにかあり得ない妄想をしたらしく、うっとりと言う。

「……あるわけないだろう。だいたい、飲食物系は許可を取るのも大変だって聞いたぞ？　できたところで、市販のドーナツやケーキを出す喫茶店とかだろう」

「……まあ、中途半端なラーメンを出されても困るしね……」

　ふう、と渚がため息をつく。

　いったい、高校の文化祭に何を期待しているんだ、こいつは。

　名人クラスの屋台が出るとでも思っているのか。

「だから、ラーメンは無理だって」

「そんなのわかんないでしょ！　そうだ！　クラスの出し物を相談するとき、『ラーメン屋』を提案してみてよ！」

「……おまえがしろよ……」

　大だい地ちが言うなり、渚の目が大きく見開かれた。

「なっ、何言ってんのよ！　この麻生あそう渚が『ラーメン屋』なんて言えるわけないでしょ！　私は『可愛かわいいケーキ屋さん』でも提案するわ」

「じゃあ、俺おれもそれに一票」

「こ、この裏切り者！」

　渚が大地の胸ぐらをつかむ。

「お、おまえの提案に投票するって言ってるんじゃないか！　どこが裏切り者だよ！」

「とにかく！　ラーメン屋って言いなさい！」

「言っても誰だれも賛成しないって！　じゃあ、俺が提案したら、おまえが賛成してくれるのか？」

　渚の手が緩んだ。

「……わ、私はか、可愛いケーキ屋さんかな……」

　おずおずと渚が言う。

「ほら見ろ！　おまえのほうが裏切り者じゃないか！　俺一人、やりたくもないラーメン屋を提案して、クラス中の冷たい視線を浴びるだろ！」

「いいじゃない。そういうのも経験よ」

　渚がポンと肩に手を置く。

「おまえ、他人事だと思って。とにかく、俺は言わないからな！」

「そ、そんなあ……」

「ほら！　もう予鈴が鳴るぞ！」

「あ、待ってよ！」

　大だい地ちと渚なぎさは屋上を走り出た。



　　　　　　　＊



　放課後、部室にＵＭＡ研究会の面々が集まった。

　二年生は空く美みと香かお流る。

　一年生は大地と渚、そして朱あか里りと光こう輝きだ。

　大地は光輝に不審げな目を向けた。

「……おい、光輝。そのサンタクロースみたいなでかい袋、なんだよ」

　光輝の足下には、一抱えありそうな白い布の袋が置かれている。

「ふっふっふっ。後でのお楽しみさ！」

　光輝が怪しげな笑みを浮かべる。

　どうやら、よからぬことを企たくらんでいるらしい。

「みんな、補講で大変なときに集まってくれてありがとう！」

　空美が立ち上がると元気よく言った。

「さて、いよいよ近づいてきた文化祭！　準備していくわよ！　夏休みが明けたら、具体的な内容を文化祭実行委員会と生徒会に提出しなくちゃね。って生徒会のほうはバッチリだけど」

　何せ、ここには生徒会会長と会計がいるのだ。

「じゃあ、一人ずつ、研究対象とするＵＭＡを発表していきましょう」

　結局、ＵＭＡ研究会では、それぞれ好きなＵＭＡについての研究発表と展示をすることにしたのだ。

「まず私はクラーケンにしました！　大きくて面白そうだし、有名だから興味ももってもらえると思うの！」

　空美が溌はつ剌らつと言った。

「クラーケンの伝説や、それに基づいた物語や映画も張り出して、とっつきやすくするつもり。あと、クラフトか何かでクラーケンの人形を作ってみようかなーと思って。これは香流に手伝ってもらうつもり」

「クラーケンかあ……」

　大地は巨大なタコそっくりの、『インビジブル・クラーケン』と戦ったときのことを思い出した。

　あれは激しい戦いだった。

　あのときに目覚めたのだ。

　この右手の羅ら針しん盤ばんの新しい力が――。

　大だい地ちはぐっと右手を握りしめた。

「じゃあ、次は香かお流るね！」

「私……巨大カニにすることにした。おいしそう……きっと、食べ甲が斐いがあるわ……」

　香流がぼそっと言う。

「う、うぐっ！」

　大地は思わず手を押さえた。

　ついこの間、巨大なカニの魔物と戦ったばかりだ。

　とてもおいしそうではなかった。

　ちらっと渚なぎさを見ると、

「カニラーメンか……それもいいわねえ……」

　とつぶやいている。

　どういう神経をしているんだ。

　というか、なんでラーメンと結びつけているんだ。

「じゃあ、次は朱あか里りちゃんね」

「は、はいっ！」

　朱里が緊張したように立ち上がった。

「私はモケーレ・ムベンベにします。これでＵＭＡに興味をもったようなものですから」

　朱里が大地を見る。

「大地くん、手伝ってくれる？」

「もちろんだよ！」

　力強く言った瞬間、凄すさまじい殺気を感じ、大地はぞわっとした。

　大地はこわごわ隣を見た。

　こちらを見つめる渚の緑色の目が底光りしている。

　何か怒っているようだが、何を怒っているのかさっぱりわからない。

　大地はこそっと聞いてみた。

「も、もしかして、おまえもモケーレ・ムベンベをやりたかったのか？」

「このバカ！」

　ガン！と見えないところで足を蹴けられる。

「いてっ！」

　ち、違うのか……。

　じゃあ、なんで怒ってるんだこいつは。

「で、大地くんは？」

　何も気づいていない空く美みが尋ねてくる。

「俺おれはやっぱり“〝智ち仙せん丸まる”〟ですね」

「やっぱりそうかあ……こだわりがあるのね」

「ええ」

　幼い頃ころから祖父に聞かされていた浜はま森もりのＵＭＡ。

　智ち仙せん丸まる。

　前回の戦いのときに初めて見た姿。

　ピンチを救ってくれたＵＭＡの姿が目に浮かぶ。

　首の長い、恐竜のような姿と、知性と慈愛に満ちた目。

　やっぱり俺おれにはこれしかない。

「渚なぎさちゃんは？」

「ええっと……そうですね。サメ系にします。メガトロン」

「メガトロンはＵＭＡかどうか、微妙だけどね」

　大だい地ちが言うと、空く美みが笑った。

「まあ、でもいいんじゃないの。渚ちゃんがやりたいのなら。興味があるものを展示することに意義があるんだし」

「そうですね……」

　海の生態系のトップにたつ巨大な古代サメ。

　……ぴったりだ。

「あら、何か言った？　大地くん」

　渚がにっこりと笑ってこちらを見てきた。笑顔だ。でも、なんだか怖い。というか恐ろしい。

「い、いや、何でもない！　メガトロンかそれもいいいよな！」

　こいつ、心が読めるのか！

　それとも、顔に出てしまったのか。

　大地は焦った。

「じゃあ、最後に光こう輝きくん。どんなＵＭＡにするの？」

　光輝がもったいぶったようにごほんと咳せきをする。

「それなんですが、今回俺は裏方に徹しようかと」

「裏方って？」

　空美が怪け訝げんそうに問い返す。

　光輝がおもむろに立ち上がった。その目は異様な輝きを放っている。

　怪しい……。

　光輝とは長年の付き合いだ。

　何か企たくらんでいるらしいのが大地にはすぐわかった。

「俺はこのＵＭＡ研究会初の出し物を成功させたいと思っています」

　……可愛かわいい女の子がいるからって入部した奴やつの台詞せりふではない。

　完全に建前だ。

　だが、空く美みたちはそう思っていないらしく、興味深そうに光こう輝きを見ている。

「研究発表自体は素晴らしいものになりそうですが、それも見てくれる人がいてこその発表、展示だと思いませんか？」

　おいおい、今度は拳こぶしを握りだしたぞ。

　まるで演説をしている選挙候補者のようだ。

　大だい地ちははらはらしながら、光輝を見つめた。

　いったい、何を言い出す気なのだろう。

「それはそうね……できるだけ人が来てくれるよう、宣伝しなくちゃね」

「もちろん、ポスターやチラシを作ることも大事でしょう。でも、やはりインパクトがなければダメだと思うんですよ!!」

　光輝がダン！とテーブルを叩たたいた。

　さすがのその勢いに、空美たちが気け圧おされるのがわかる。

「……というわけで、俺おれは女性陣のために衣装を作ってきました」

「い、衣装？」

「そうです！　どこのクラス、クラブともに工夫を凝らしてくるでしょう。それを圧倒するようなインパクトを与えねばなりません」

　光輝がぐるりと室内を見回した。

「幸い、我が研究会は校内でも屈指の美少女揃ぞろい。素材に関してはナンバーワンだと自負しております。そこに、俺の作った衣装を着れば、もう生徒も来客も釘くぎ付づけ！　一番人気の催しになることは想像に難くありません！」

「は、はあ……」

　さすがの女性陣も、立て板に水と流りゆう暢ちようにまくしたてる光輝に圧倒されている。

「……とりあえず、ざっと見た感じでそれぞれの衣装を作ってみました。細かい採寸はまた後ほどということで、とりあえずは試着をしてみてください」

　ドン！と白い袋が机の上に置かれた。

「では、俺と大地は外に出ていますので、着替えが終わりましたら呼んでください」

　うやうやしくお辞儀をすると、光輝は大地を押し出すようにして部屋を出た。
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「おい光輝……いったいどういうことだよ」

　わけがわからない大地が尋ねると、光輝がふっと遠くを見た。

「俺おれ、デザイナーになれるかもしれないな……」

「は？」

「初めてだったんだよなあ……何もかも」

　光こう輝きが恍こう惚こつとした表情で言う。

　完全に大だい地ちは置いてけぼりだ。

「布を選び、見よう見まねで型紙を作り、そして、お袋のミシンで作り上げた力作……自分で言うのもなんだが、プロ並みだと思う」

「おまえ何を作ったんだ？」

　大地が言った瞬間、悲鳴のような声が部室内から上がった。

「な、何これ――――――!!」

「ちょ、ちょっと光輝くん！」

　がらっとドアを開けて出てきたのは空く美みだった。

　なぜか頬ほおがほんのり染まっている。

「何、この服！」

「いい出来だと思うんですけど……」

「そういう問題じゃなくて、あのデザインは――」

「空美先輩」

　空美の言葉を遮り、光輝がいきなり廊下に正座した。

「ちょっ、何、どうしたの……」

「おい、おまえ、何してるんだよ！」

　空美も大地もおろおろと、きりっと正座している光輝を見つめた。

「空美先輩ならわかるはずです。四人分のあの服を作るのに、どんなに手間がかかったか……俺はここ数日、睡眠時間は三時間ほどしかとってません」

　確かに目がちょっと充血している。

　光輝ががばっと頭を下げた。いゆゆる、土下座だ。

「お願いします！　先輩の言いたいことはよくわかりますが、一度だけ――一度だけでも袖そでを通していただけませんか!!」

「こ、光輝くん……」

「お願いします！　必死で作ったんです！　皆さんに似合うように！　一度着てもらえるだけでもういいんです！」

　更に光輝が頭を廊下にすりつける。

　空美がぐっと詰まるのがわかった。

　しばらく沈黙が流れた。

　光輝は土下座したまま、微動だにしない。

　そして、根負けしたように空く美みがため息をついた。

「……とにかく、みんなにそう言ってみるわ」

　そう言って、空美がまた部室内に戻った。

「光こう輝き……？」

　大だい地ちがおそるおそる声をかけると、光輝がゆっくり顔を上げた。

　その顔には邪悪な笑みが浮かんでいる。

「くっくっくっ……やった！」

「やったって何が。ていうか、とにかく立ち上がれよ」

　光輝は立ち上がると、膝ひざの埃ほこりを払った。

　そして、大地を見つめる。

「大地」

「な、なんだよ……」

「おまえ、十分後には、俺おれに心から感謝するぜ」

　ぐっと親指を立て、光輝が笑みを浮かべる。

「何言ってるのか、さっぱりだ……大丈夫か、おまえ」

「俺はいたって正常！　というか、俺の本領発揮！　まあ、楽しみにしとけ！」



　――そして十数分がたった。

　部室内から、弱々しい空美の声がした。

「あのー、一応、着替えたけど」

「ありがとうございます!!」

　光輝が大声で感謝の意を伝えると、その場で跳び上がった。

「やったぜ！　いくぞ、大地！」

「どこへ！」

「この世の極楽だよ!!」

　そう言うと、光輝がドアに手を当てた。

「お邪魔しま――――す！」

　がらっとドアを開けると、光輝が喜色満面で中に入っていく。

　続いて中に入った大地は、凄すさまじい光景に絶句した。

「な、なんだ、これ……」

　そこには――恥ずかしそうにしている四人のメイドが――いや、メイド服を着た空美たちがいたのだ。

「ほら、パラダイスだろ！　パラダイス！」

　光輝がこそっと囁ささやくと、空美たちに近づいていく。

「すごい、皆さんお似合いです！」

「光こう輝きくんがデザインしたの、これ……」

「そうです！」

　胸を強調するかのような、ハイウェストのエプロンドレス。

　そして、少し屈かがめばスカートの中が見えてしまうような超ミニときている。

「う、うわ我ながら、素晴らしいできばえ！　渚なぎさちゃんの胸、見てみろよ！」

　肘ひじでこづかれ、大だい地ちは呆ぼう然ぜんとしながら渚に目をやった。

　もともと、メリハリのきいたスタイルをしている渚だが、制服姿とは比べものにならないほどのセクシーさだった。

　大地は思わずどきりとしてしまった。

　胸は見事な二つの丘陵となっていて、白いブラウスのボタンが今にも弾はじけそうだ。

　そして、制服よりもずっと短いスカートから、惜しげもなくすらりと伸びた足をさらけだしている。

　渚は大地の視線に気づくと、恥ずかしそうにうつむいた。

　さすが、演技派だ。

「篠しの崎ざきさんもいいだろ」

　光輝の声に、大地は朱あか里りに目を向けた。

　朱里も同じくメイド服だった。

　だが、渚なぎさと違うのは、ウサギの耳のついたヘアバンドをしているところだ。

　朱里は、もう消えてしまいたい、というように真っ赤になってうつむいている。

　その小さな手で、なんとか足を少しでも隠そうと、スカートの裾すそを引っ張っているのがいじらしい。

　よく似合ってる……。

　思わずそう思ってしまい、大地は顔が赤くなるのを感じた。

　なんとか誤ご魔ま化かそうと、大地は光輝に視線を戻した。

「……あのヘアバンドも手作りなのか？」

「あったり前だろ！　といっても、ウサギの耳を作って、ヘアバンドにくっつけただけだけど」

「……充分すごいと思うが」

「ちなみに、香かお流る先輩は猫耳な」

　薄茶色の耳にしているのは、香流の髪色に合わせたからだろう。

　細部まで凝っている。

　香流はいつもと変わらず無表情だった。

　それが、彼女を等身大のメイドの人形のように見せている。

　妙な色気があり、大だい地ちは慌てて目をそらせた。

「で、着てみたけど。これはどういうこと、光こう輝きくん」

　バン！と豊満な胸をつきだし、空く美みがじりっと迫ってきた。

　すらりとした長い足はモデル並みだから、迫力がある。

　光輝が思わず鼻に手をやった。

　頼むから、鼻血を出すのだけはやめてくれよ……と大地は願わずにはいられなかった。

「え―――――と、主旨は先ほどご説明したとおりです」

　ごほん、と光輝が咳せき払ばらいをした。

「どうですか、皆さん、お互いを見て！　これなら、どんな人の目も釘くぎ付づけだと思いませんか？」

「……そうかもね」

　香かお流るが冷ややかにつぶやいた。

「もう、絶対に成功しますよ！　間違いありません！」

「でも、これ、ＵＭＡと全然関係ないわよね？」

「ええ、ＵＭＡとは関係ないかもしれません。ですが、我々がすべきなのは、わざわざ足を運んでくださったお客さまをおもてなしすることではないでしょうか？」

「うっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　なぜか空く美みがぐっと詰まった。

「おもてなし――それならば、私たちはバトラーの格好をしましょう。そして、女性陣にはメイド服で――」

「おまえ、いつからそんなに流りゆう暢ちように長々としゃべれるようになったんだ」

　大だい地ちは呆あきれて光こう輝きを見た。

「本気だからだよ！」

　光輝がぼそっとつぶやいてきた。

「見てみろ、この神々しさすら感じられる美しい光景――これをずっと見ていたくないか？　そのためならば、俺おれは何にでもなろう！」

　光輝がぐっと拳こぶしを握る。

　そのときだった。

　さりげなく、しかしよく通る美しい声がした。

「来てくださったお客様におもてなしをするのに、こんな特別な衣装は必要ないと思うの」

　渚なぎさがにっこり笑って光輝を見つめる。

　光輝の顔が失敗した福笑いのように、とろんとだらしなく崩れる。

「おもてなしは、『形』ではなく、『心』だと思うの。だから、こういう目立つ衣装はそっちに意識が向いてしまって、逆効果になりかねないわ」

　空美がハッとしたように頷うなずいた。

「ほんと、渚ちゃんの言うとおりだわ！　せっかく作ってくれた光輝くんには悪いけど、私たちはもっと普通の格好にするわ。制服でもいいし……そうね、探検隊の格好とかもいいかも！」

「カーキ色の帽子や服を着て、双眼鏡をかけたりするんですね」

「そうそう！」

　朱あか里りの言葉に、空美が楽しそうに頷く。

「いいわね。私が安い材料を使って作ってもいいわ」

　香かお流るが静かに言う。

「じゃあ、ドアに緑色のスダレみたいなものをつけましょう。葉っぱとかつけてシダっぽくして、今にも洞どう窟くつに入るような」

「あ！　いいわね、それ！」

　渚の提案に空美が大きく頷く。

　光輝ががっくり肩を落とした。

「ああ……俺の……夢が……」

　だが、もはや、女性陣は光輝の言葉を聞いてなどいなかった。

「じゃあ、制服に着替えるから大だい地ちくんたちは部屋を出てくれるー？」

　そうして、大地はショックでよろめく光こう輝きの背を押すようにして部室を出た。
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「まったく、何考えてるのかしら！」

　ぷりぷり怒る渚なぎさを、大地は笑いをこらえて見つめた。

　二人は皆が帰った後、こっそり待ち合わせて一緒に駅に向かっていた。

「やっぱりなあ。おまえ、恥ずかしそうにしてたけど、内心、めちゃめちゃ怒ってただろう」

「あったりまえでしょ！　あんな格好させられて！　空く美み先輩ってほんと、お人ひと好よしなんだから！　土下座がなんだっていうのよ！　私なら踏んづけてやったわよ！」

「おまえなら、やりかねないなあ……」

　というか、ボコボコにしたかっただろうな。

　猫さえかぶっていなければ。

　そう思ったが、大地は口には出さなかった。

「でもわりと似合ってたけどな」

　その代わり、ぽろっとそんな言葉が口から出てしまった。

「えっ！」

　渚の足が止まる。

　大地は慌てた。

「いや、その、新鮮だったっていうか、ええっとその……」

「何言ってるのよ、もう！　いやらしいんだから！　まあ、私は何を着ても似合うのは確かだけど！」

　渚の顔がほんのり赤い。

　もしかしたら照れているのか？

　そんなことを思ったが、口にしたら往復ビンタを喰くらいそうなのでやめておいた。

「もう、この怒りを収めるには、おいしいラーメンを食べるしかないわね！」

　渚がちらっと大地を思わせぶりに見た。

　大地は爆笑したいのを堪こらえ、なんとか素知らぬ顔をつくった。

　やっぱり、そこにいくのか。

「よかった―――！　今日、ラーメンを食べに行くことにしておいて！」

　渚がうって変わって笑顔になる。

「ラーメン、ラーメン、ラーメンメン!!」

「……何、そのわけのわからない歌……」

　スキップしていた渚なぎさの顔が真っ赤になる。

「ちょ、ちょっと、あんた、今の聞いたの？」

「聞いたも何も、横で『ラーメン、ラーメン、ラーメンメン！』なんて歌われたら嫌でも聞こえるだろ」

「……忘れなさい」

　渚が地を這はうようなひく―――――い声を出した。

　その緑色の目が爛らん々らんと輝く。

「忘れないというのならば、強制的に忘れさせてもいいし……」

　べき、ごき、と渚が手の関節を鳴らす。

　いったい何をする気だ。この暴力人魚は。

「あー、忘れた忘れた。それより、今日はどこのラーメンを食べるんだ？」

　大だい地ちは慌てて話題を変えた。

　中なか森もりラーメンストリートにはずらりと有名なラーメン店が軒を連ねている。

「ええっとね……まだ迷ってるのよね……」

　渚が急に真剣な顔になって悩み出す。

　大地はホッとした。

　渚の気持ちを切り替えさせるのは、この手が一番だ。
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　うう……どのラーメンを食べよう……。

　必死で悩んでいた渚は、ハッとした。

　違う！

　今日の最大のポイントはラーメンじゃないんだった！

　渚はスカートのポケットに入れっぱなしのチケットを思い出した。

　いつ、さりげなく出そうかと、ずっと準備していた映画のチケットが二枚。

　実は、ＵＭＡの映画が来週公開になるのだ。

　そして――なぜか前売りを買ってしまった。

　なんで？

　チケットを買った後も、ずっとその疑問が頭をついて離れない。

「――そうよ、お礼よ」

　思わず声に出してしまい、渚はハッとした。

　前回の戦いで助けてもらったし……ジャケットやドラマの撮影にも付き合わせたし……。

　だから、これはお礼。それ以外の何でもない。

「何でもないんだから……」

　その声が聞こえたらしく、隣で歩いている大だい地ちがびくっとするのがわかった。

「どうした？　さっきから何かぶつぶつつぶやいているけど」

「えっ、あっ、別に……」

　渚なぎさは慌てて言った。

　な、何焦ってんのよ、私！

　映画のチケットを渡すだけじゃない。

　ほら、今、二人きりなんだし。

　通行人もまばらだし。

　ちょうどいいじゃない。

　なんでそれくらいのことができないのよ？

「ああもう！」

　今度は苛いら立だちがはっきり声に出てしまった。

　大地が驚いた顔でこっちを見てくる。

「おまえさ……」

「なっ、何？」

「そんなに迷ってるのか？」

「ええ!?　迷ってるって……そりゃ、その……」

　大地に真顔を向けられ、渚は焦った。

　な、なんで？

　もしかして、映画のチケットのこと、バレてるの？

　頭がぐるぐるして考えがまとまらない。

「でもさ、決めるしかないだろ」

「……き、決めるって何を……」

　心臓がドキドキしてくる。

　渚はじっと大地を見つめた。

「俺おれだってさー、さすがに一日に二杯はキツイよ」

「え？」

　意味がわからず、渚はきょとんとした。

「家帰ったら晩ご飯もあるわけだし」

「ええ？」

「だからさ、どのラーメン店にするか、腹くくって決めろよ」

「えええええええ!!」

「いや、だから、迷うのはわかるけど、また行けばいいわけだしさ」

　ここでようやく、渚なぎさは大だい地ちの言わんとすることがわかった。

「……あんた、私がどのラーメン店にするか迷ってるって思ってるの？」

「ああ。違うのか？」

「あんたねえ……私がいつもいつもラーメンのことばっかり考えてると思ってるでしょ！」

「でも、だいたいそうだろ？」

　大地に言われ、渚はぐっと詰まった。

「し、失礼ね！　今は違うわよ」

「じゃあ、何をそんなに悩んでいるんだ？」

　大地が不思議そうに尋ねてくる。

　今だ。

　今しかない。

　渚はポケットの中に手を入れた。

「あ、あのね、大地……」

「――あ！」

　突然、大地が声を上げた。

　その目は前方をまっすぐ見ている。

　そこには、ボロボロになった服を着た、一人の青年が立っていた。

　薄汚れてはいたが、知的そうな青年だ。

　駅から来た人たちが、彼をちらちらと眺めていく。

　それほど、彼は異様な雰囲気をまとっていた。

「土と志し紀き！」

　大地が慌てて青年に駆け寄る。

「土志紀って……あの従兄いとこの？」

　渚も慌てて走った。

　よろける土志紀を、大地ががっしりと受け止める。

「大地……」

　土志紀が大地を見た。

「助けて……くれ！」
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「ちょっと……怪け我がしてるんじゃないの？」

「ああ。土と志し紀き、すぐ俺おれの家へ……」

「いや、それはまずい。親には知られたくないんだ。怪我は大したことないから……」

　土志紀が頑かたくなに首を振った。

「じゃあ、私の家は？　今は誰だれもいないわよ」

「わかった。じゃあ、渚なぎさの家に行こう。それならいいだろ？」

　そう言うと、土志紀が驚いたように渚を見た。

「彼女か？　大だい地ちにこんなに美人で素敵な恋人ができるなんてな……」

「なっ！　ち、違います！」

　渚の顔がカッと赤くなった。

　まずい。後で殴られそうだ。

　大地は土志紀の誤解を解こうと必死で言った。

「そうだよ！　クラスメイト、クラスメイトだよ！」

「わかった……そういうことにしとくよ。……つっ……」

　土志紀が苦しそうに体を押さえた。

「早く手当てしましょう」
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　渚なぎさの家に上がると、リビングのソファに土志紀を座らせた。

「とにかく……シャツを脱いで」

　大地の言葉に、土志紀がシャツを脱いだ。

「うわ……」

　土志紀の体は腕といわず、胸といわず、全身、ひっかき傷だらけだった。

　しかも、よく見ると、えぐられたような深い傷や、噛かまれたような傷もある。

　あまりの痛々しさに、大地は思わず目をそむけそうになった。

「これ、自分でやったんじゃないよな？」

「……背中にもあるもの。自分じゃできないでしょ」

　救急箱を持ってきた渚が言った。

「とにかく消毒して、ひどい傷はガーゼで覆おおいましょ」

　渚がてきぱきと傷を消毒していく。

「しみると思いますけど、我慢してくださいね」

「ああ。ありがとう」

　渚の極上の笑みに、土と志し紀きが頷うなずく。

　あいつ、俺おれが怪け我がしてたら、痛がる俺を大笑いしながら消毒しそうだな……。

　大だい地ちはそんなことを思いながら、手当てをしている渚を見つめた。

　一通り手当てが終わると、渚なぎさがお茶を運んできた。

「ありがとう」

　温かいお茶を飲むと、土志紀はほうっと息をついた。

「自己紹介が遅れたけど、僕は大地の従兄いとこで土志紀っていうんだ」

「私は大地くんのクラスメイトで、麻生あそう渚といいます。よろしく」

　渚が上品に微笑ほほえむ。

　大地はじっと土志紀を見つめた。

「みんな、おまえの心配をしてたんだぞ。土志紀」

「ああ……わかってる」

「土志紀……何があったのか、話してくれるよな？」

　大地の言葉に、土志紀がゆっくり頷いた。

「もちろん……僕は……おまえに会いに来たんだ。大地」



    

  
    
      



    

  
    
      「俺おれに？」

「おまえにしか話せないよ、こんなこと……」

　そう言うと、土と志し紀きが頭を抱えた。

「僕は許されないことをしてしまったんだ……」

　ゆっくり顔を上げた土志紀の目は、今まで見たことのない深い悲しみに満ちていた。

　大だい地ちはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「許されないことって……」

「僕は……」

　土志紀は言葉を詰まらせたが、とうとう口にした。

「……魔物を育てていたんだ」

「ま、魔物って……」

　大地は驚いて土志紀を見た。

　その視線を受け止め、土志紀が口をゆがめた。

「こんなことを言っても、信じてもらえないかもしれないけど……」

「魔物って魔の海の魔物か？　それを育ててた？」

「そんなことが可能なの!?」

　勢いこむ大地と渚なぎさに、土志紀が驚いたように眼鏡めがねの奥の目を見開いた。

「信じるの……か？　こんなことを」

「こんなことも何も――ここにいるのは凶暴人魚で……あてっ！」

　思い切り足を踏まれ、大地は慌てて口を閉じた。

　渚がじろりと睨にらんでくる。

　そうだった。

　渚が人魚のハーフというのは秘密だった。

「あ、あの実はさ、俺も何回も見てるんだよね。その……魔物を」

「その、私もなんです。だから、信じます」

「本当か!?」

　土志紀が驚くのも無理はない。

　俺だって、今はもう慣れたものの、最初は信じられなかったのだから。

「昔……じいちゃんから聞いていた話、あれって本当だったみたいで……」

「そうなんだ！　ここ浜はま森もりは魔物のいる海と繋つながっていたんだ！　僕は――大学に行ったんだけど、孤独で、浜森の話をしたらバカにされて……それで、春休みに一人で浜森に来たんだ」

「清きよ人との話は本当だったんだな……」

「清人に会ったのか!?」

　土と志し紀きが驚いたように大だい地ちを見た。

「ああ。彼は土志紀の話を聞いて、浜はま森もりに来たらしいんだ。何か『特別』なものが欲しいって言って……」

　大地は清きよ人とが起こした事件の数々を話した。

「あいつも思い詰めていたからなあ……でも、すごく大人しい奴やつだったんだ。そんなことをするなんて信じられない。ましてや、魔の海に身を投じるなんて……」

　土志紀が呆ぼう然ぜんとして言った。

「土志紀は浜森に来てどうしたの？」

　大地が尋ねると、土志紀が目を伏せた。

「すごく落ち込んでいて……だから、一人で山の中に入ってあてもなく歩いていた」

「ウチに寄ってくれればよかったのに！」

　大地が言うと、土志紀が苦笑した。

「いい年をして、まだそんなことを信じているのかって言われるのが怖かったんだ……」

　土志紀がぽつりと言った。

「……繊細なのね。大地と血が繋つながっているとは思えないわ。大地ときたら、平気でＵＭＡ、ＵＭＡって騒いで、ひんしゅくをかっても全然平気な鈍感さをもっているのに……」

　渚なぎさが気の毒そうに言う。

　大地は思い切り顔をしかめた。

「……おい、おまえ、本人の前で言いたい放題だな」

「あらやだ。つい……」

　渚が猫をかぶって、口に手を当てる。

「もう、面倒くさいから、土志紀の前でまで猫をかぶるのをやめろよ。土志紀はおまえの本性が、凶暴凶悪、わがまま言い放題なんて言いふらしたりしないし」

「だ、誰だれが凶暴凶悪よ!!」

　渚が拳こぶしをぐっと握るが、なんとか堪こらえている。

　その様子を見ていた土志紀がふっと微笑ほほえんだ。

「仲がいいんだね。やっぱり付き合ってるじゃないの？」

「ちが―――――う!!」

　渚が真っ赤になって叫んだ。

　隣にいた大地が思わず耳を塞ふさいでしまうほどの大声だ。

「……っ、おまえ……そんなでかい声出さなくても聞こえるって……」

「あ、ああ、そ、そうよね」

　渚が耳まで赤くしながら、自分の行動を恥じるように目をそらした。

　まあ、確かに付き合ってはいないが、何もそんなに力いっぱい否定しなくても――。

　大だい地ちは一瞬そう思ったが、今はそんなことを考えているときではないことに気づいた。

「ごめん、話がそれた。どこで魔物と会ったんだ？」

　大地はまっすぐ土と志し紀きを見た。

　その視線に耐えられないかのように、土志紀がそっと目を伏せた。

「山の中に大きい卵を見つけたんだ。ラグビーボールくらいはあったかな。綺き麗れいなターコイズブルーをしていて……一目でこの世界のものじゃないってわかった。いや、そう思いたかったのかな……」

　土志紀が寂しそうに言う。

「僕は嬉うれしかったんだ、ほんとに……」

　ふっと土志紀が微笑ほほえんだ。

　その笑みがあまりに悲しげで、儚はかなげで、大地はドキリとした。

　土志紀がどこか遠くへ行ってしまうような、そんな気持ちになったのだ。

「大学に入ったけど、周囲と馴な染じめなくて……。浜はま森もりの伝承を話したら、笑われたよ。『おまえ、小学生かよ』って。それ以来、僕はほとんど人と話さなくなった。孤独だったよ。大学に行けば大勢人がいる。でも、誰だれも僕に目もくれない。そして、僕も話さない。まるで自分が透明人間のように感じることもあった」

「繊細なんですね……ほんと、大地とは大違いね……」

　渚なぎさが強く頷うなずく。

「土志紀、つらかったんだな……。まあ、周りにＵＭＡの話ができるやつがいないって寂しいよな。でも、俺おれのところに来て話せばよかったのに」

　大地が言うと、土志紀が苦笑した。

「怖かったんだ……」

「何が？」

「おまえと楽しくＵＭＡの話をしていたのは、昔のことだ。今のおまえと話して、もしおまえも、おまえすらもＵＭＡの話を一笑に付したりするかもしれないって思ったら……耐えられない」

　土志紀が悲しげにうつむいた。

「そ、そうなのか」

　よくわからない。もっと気軽に話せばいいと思うのだが――。

「もう、これ以上傷つきたくなかったんですね。まあ、大地に関してはまったくその心配はなかったですけどね。口を開けばＵＭＡ、ＵＭＡってもううるさくって……」

「おまえもラーメン、ラーメンってうるさいだろうが……あててててて!!」

　背中をぎゅっとひねられ、大地は悲鳴を上げた。

「ごめん、また話が脱線したな。で、その卵をどうしたんだ？」

「ああ。バックパックに入れて、ウチに持って帰った」

　土と志し紀きが懐なつかしむように言った。

「本当に……久しぶりに胸がわくわくしたよ。この卵はいったい何なんだろう。中からどんなものが出てくるんだろうか……って」

「でも、どうして卵ってわかったんですか？　大きい石だとは思わなかったんですか？」

　渚なぎさが聞くと、土志紀が薄く笑った。

「それがね……鼓動が聞こえたんだ」

「鼓動？」

「ああ。石の中から、定期的に脈打つ鼓動がね。だから、きっと中には何か『生き物』がいるって思ったんだ」

「へえ……」

　渚が驚いたように、その緑色の目を見開いた。

「そして、ウチに持って帰って一週間くらいかな。卵にヒビが入ったんだ」

「孵ふ化かか……」

　大だい地ちが言うと、土志紀が得たりと大きく頷うなずいた。

「そう！　わくわくしたよ、本当に……」

　一瞬、昔を懐かしむように土志紀が微笑ほほえんだが、すぐにその顔に暗い陰が差した。

「何が出てきたんだ？」

「トカゲ……かな。強いていうと。灰色の縞しま模も様ようで……最初は、ただの大きいトカゲと思ったよ。でも、牙きばがあったんだ。しかも、二足歩行で……」

「二足歩行って……それじゃ、まるで恐竜じゃないか！」

　大地が驚いて言うと、土志紀が微笑んだ。

「おまえは……目を輝かせて興味を持ってくれるんだな。こういう話に。そうなんだ。これはやっぱりこの現実世界以外の生き物なんだってわくわくしたよ」

「それでどうしたんだ？」

「すごく人なつっこくてね。まるで子犬みたいにすり寄ってきたんだよ。可愛かわいくて……わけもわからないまま、こっそり飼うことにした」

「それで、おばさんが土志紀の様子がおかしいって心配してたのか……」

「迷惑かけたな……もう僕は“〝タルボ”〟に夢中だったし、見つからないようにするのに必死でさ……」

「タルボ？」

「ああ。勝手に名前をつけたんだ。ちょっとタルボサウルスに似てるから。でも、ほんと、どんどん大きくなっていった……」

　土志紀の声が暗くなっていった。

「……最初は、ちょっとしたエサでよかったんだ。鶏とり肉にくとかスーパーで買ってきて、食べさせてたんだけど」

「まさか……」

「周囲でおかしなことが起き始めたんだ。近くの小学校でウサギが食い殺されたり、猫や犬が襲われたり……」

「タルボがやったのか？」

「ああ、間違いない。腹がすけば、すごく凶暴になって暴れ出すんだ。だけど、事件があった日はすごく大人しくて……それに血けつ痕こんがついていたり……」

　土と志し紀きの部屋の惨状は、魔物が引き起こしたためのようだ。

「体もどんどん大きくなっていって……このままじゃ、人間も襲うんじゃないかってすごく怖くなって……浜はま森もりに来たんだ」

「それでどうするつもりなんです？」

　渚なぎさが緑色の目をきらめかせ、真剣な表情で問うた。

　土志紀がごくっと唾つばを飲み込んだ。

「勝手だとわかってる……わかってるけど……」

「殺すしかないってことですね」

「ああ。元の世界に戻してやりたいけど……あの惨状を見たら……」

　土志紀が消え入るような声で言った。

　だが、渚は首を振った。

「正しい判断だと思いますよ。それに戻したところで、たぶんまた来ますよ。味をしめてしまったから。安全で簡単に狩りができるエサ場を魔物が逃すことはありません」

「そう……だよな……」

　土志紀がぎゅっと拳こぶしを握り合わせた。

「……殺すしか……ないのか……勝手に拾って育てて……そして殺すなんて……」

「状況によりますけど……ここまで被害が出ているのであれば」

　土志紀の悲愴な様子を見て、渚が気の毒そうに言った。

「とにかく、戻すように努力してみる。それでもう戻ってこないんであれば、殺す必要はない。そうじゃないか？」

　大だい地ちは渚を見た。

　渚の緑色の目が光る。

　その目が語っていた。

　今までの死闘を忘れたのかと。

　大人しく魔の海に帰っていった強力な魔物がいるのか、と。

　だが、大地は賭かけてみたかった。

「なあ、以前は懐なついていたんだろ？」

「ああ」

「じゃあ、土と志し紀きの言うことなら聞くかもしれない」

「……どうだろう。最近はもう手に負えなくなっているから……」

　土志紀が寂しげに言う。

「ところで、そのタルボは今、どこにいるんだ？　浜はま森もりに潜伏しているみたいだけど……」

　大だい地ちの言葉に、土志紀が顔を上げた。

　土志紀の顔に、うっすら笑みが浮かんだ。

　絶望の淵ふちにいる人間の笑みだった。

「きみたちは魔物に詳しいね。だから知っているかもしれないけど、魔物は基本的に魔の海でしか生きられない。だから僕は――」

「まさか……」

　大地は純じゆん先輩のときのことを思い出した。

　彼は魔物であるセイレーンを自分の体に寄生させていた。

「土志紀、おまえの中に……」

「ああ……僕の中にいるんだ。僕が意識を失ったり、眠ったりしているときに抜け出す。でも、どんどん力が強くなって……今に、僕の意識があっても、自由に動けるようになるだろう」

　土志紀がシャツの胸の辺りをぎゅっと握った。

「今なら――あいつを好きなところに呼び出せる」

「まだ、コントロールできるってことですね？」

「ああ……でも、一人で仕留める自信がないんだ。だから……おまえを頼ってしまった」

　土志紀がすまなそうに大地を見た。

「おまえしか、頼る人間がいないんだ。誰だれもこんなこと信じない……。それに、僕はタルボを見て、情がわくかもしれない。だから、こんなひどいことを、危険なことをおまえに頼むしかないんだ……」

「土志紀……」

　うつむいてしまった土志紀の肩を大地はそっと叩たたいた。

「そんなに心配しなくていいよ。俺おれは……これまで何回か魔物を見たことがあるだけじゃなく、戦ったことがある」

「本当か？」

　土志紀が信じられないというように大地を見た。

「ああ。こいつと一緒に……」

　大だい地ちが渚なぎさを見ると、渚が頷うなずいてみせた。

「そ、そんな……こんなに綺き麗れいで華きや奢しやな子が魔物と戦ったっていうのか？」

　愕がく然ぜんとする土と志し紀きに、大地は首を振ってみせた。

「あ――――初めて見るおまえがそう思うのも無理はないが、あいつの見た目と中身は激しく落差があってだな……あだだだだ！」

　渚がぎゅっと足を踏んできた。

「私はアシスタントみたいなものです」

　渚がにっこりと作り笑いを浮かべてみせた。

「でも、女の子を連れていくわけにはいかないよ。僕の体を見ただろ？　僕と大地だけで行ったほうがいいと思う」

　土志紀が真剣な眼まな差ざしを向けてきた。

　どうしたものか。

　バトルになったときに、渚の力は必要だ。

　大地はこそっと渚に囁ささやいた。

「もうバラしてもいいだろ。土志紀なら。誰だれにも言わないだろうし、実際戦いになるかもしれないんだから」

　魔物と戦うのであれば、渚が普通の女子高生ではなく、人魚のハーフで能力を持っていると話しておいたほうがいい。

　実戦のときに、土志紀が慌てなくて済む。

「冗談じゃないわよ！　トップ・シークレットなんだから！　それに、大人しく魔の海に帰ってくれるんなら、私が戦う必要はないし、それならバラす必要もないでしょ？」

「まあ、それはそうか……」

　ただでさえ混乱している土志紀に、「ここにいるのは人魚のハーフで凶暴でめちゃくちゃ強いんでーす」なんて言っても、余計に困惑させそうだ。

「二人で何を話しているんだ？　もし迷惑なら――」

　土志紀が心配そうに声をかけてきた。

「ち、違うんだ。あのその実は――」

「ああ」

　土志紀がごくりと唾つばを飲み込む。

　大地は渚を指差した。

「こいつ、すごい猫かぶりなんだ。めちゃくちゃ強いから連れていっても大丈夫――」

「もうちょっと言い方ってもんがあるでしょ―――――!!」

　大地の脳天に渚のチョップが叩たたき落とされた。
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「まだ痛いぞ……この」

　大だい地ちは頭をさすりながら渚なぎさを睨にらんだ。

「あんたが余計なこと言うからでしょ」

　渚がツンと顎あごをそらす。

「おまえは手加減というものをだな……」

「二人はいいコンビなんだな……」

　土と志し紀きが微笑ほほえましそうに、大地と渚を見つめる。

「でも、それより渚ちゃんが心配なんだけど。危ないんだよ、かなり」

「大丈夫です！　私、こう見えて運動神経いいですから！」

　渚が土志紀ににっこり笑ってみせる。

「私、こう見えて怪力ですから――の間違いだろ」

　大地はぼそっとつぶやいた。

「何か言った？」

　背後で低い暗い声がしたので、大地は慌てて口を閉じた。

「いいえ！　何も！」

　時刻は夜の九時。

　もう辺りはすっかり暗くなっている。

　三人は学校の裏庭に来ていた。

　普段から立ち入り禁止のこの場所であれば、多少バトルをしたところで迷惑はかからないだろうし、目撃者も出ないだろう。

　そして、壊れたプレハブの下に、魔の海と繋つながる通路ホールの跡がある。

　一度通路ができたところは、繋がりやすい。

　魔物が現れればその影響で、通路ができてもおかしくないだろう。

　しかも、半分人魚の渚もいるのだ。

「そろそろ、学校から人がいなくなる頃ころね。……土志紀さん、用意はいいですか？」

「ああ……」

　土志紀がこくりと頷うなずいた。

「医者に処方してもらった睡眠導入剤。これを飲めば、十分くらいで眠ることができるんだ。最近、寝不足だし、体力も落ちてるからね」

　土志紀が寂しそうに言うと、薬を飲んだ。

「……くれぐれも気をつけて。危ないと思ったら、すぐに起こして」

　土志紀はそう言うと、地面に寝転がり、そのままゆっくり目を閉じる。

「土と志し紀き……」

　土志紀の横顔には、深い疲労が刻まれていた。

　魔物との逃亡生活で疲れきっているのだろう。

「悪いな。おまえまで巻き込んで」

「何言ってるのよ！　魔の海がらみのトラブルは私が引き受けるって決めてるんだから」

「ああ、そうだったな……」

　自分と出会う前、渚なぎさはずっと一人で戦ってきたのだった。

　月明かりが渚の整った横顔を照らす。

　風になびく蜂はち蜜みつ色の長い髪。

　輝く緑色の瞳ひとみ。

　ピンと伸びた背筋。

　それは狩りの女神、アルテミスのように美しかった。

「大だい地ちは……今、ＵＭＡに夢中よね？」

「あ、ああ？」

　渚に見とれていた大地は驚きながら頷うなずいた。

「それが？」

「……」

　渚が珍しくもじもじしている。

　何か言いたいことがあるが、言えない――そんな感じだ。

　どうしたというのだろう。

「あ、あのさ、大地……」

「ああ？」

「い、今、好きな子とかっている？」

「へ!?」

　大地はすっとんきょうな声を上げた。

　渚をまじまじ見つめる。

　暗いのでよくわからないが、心なしか、顔が赤いように見える。

「な、なんで、今そんな話……」

「そ、そうよね」

　渚がスカートのポケットに手をつっこんで、誤ご魔ま化かすように笑った。

　どうしたのだろう。

「そろそろ、出てくるころかな？」

　渚が話題を変えるように眠っている土志紀を見た。

　そのときだった。

　ずずっと、何かをひきずるような音がした。

「!!」

「大だい地ち！」

「ああ！」

　土と志し紀きの背中から、灰色の頭が出てきた。

　つるつるしたその頭には、虎とらのような縞しま模も様ようが刻まれている。

「……ほんとにタルボサウルスに似ているな……」

「恐竜そっくり！」

　渚なぎさが物珍しそうに、土志紀の背中から出てくるタルボを見つめている。

　油断のならない、肉食獣の金色の目。

　口からは無数の鋭い牙きば。

　小さな手には鋭いかぎ爪づめ。

「これは――成長途中だとやばそうね」

　ずるりと土志紀の体から出てきたタルボは体長一・五メートルくらいだった。

　長いしっぽでぴしりと地面を打つ。

　凄すさまじい圧迫感だった。

　最初は珍しがっていた大地だが、だんだん寒気がしてきた。

　これが何メートルも大きくなっていくとすると――タルボというよりティラノと名付けたほうがいいかもしれない。

「大人しく帰ってくれるかしら」

「とにかくやってみる」

　大地は用意していた、鳥の骨付きもも肉を振った。

「タルボ！　こっち！」

〈そんなものでは足しにならん〉

　タルボの口から流りゆう暢ちような日本語が漏れ、大地と渚は唖あ然ぜんとした。

　見た目は恐竜なのだ。

　いかにも知能が低そうだというのに……。

〈今朝の犬はまずかった……〉

　ちろりと、は虫類そっくりの目が渚をなめまわす。

〈その女はうまそうだな〉

「あ、あんた、この私を食べる気？　面白いやってみなさいよ！」

　渚が魔ま獣じゆう具ぐを乱暴に振り回す。

「渚、落ち着け！」

　そう言いつつ、大地も混乱していた。

　こんなに知能が高いなんて。

　でも、だからこそ、話し合いができるんじゃないか？

「な、なあ……こっちの世界で生まれたから信じられないかもしれないけど、きみは本当は別の世界の生き物なんだよ」

〈……〉

　タルボがじっと大だい地ちを見つめる。

　その金色の目からは、何の感情も読み取れない。

「きみは生まれた世界に帰ったほうがいい。それは、きみを育ててきた土と志し紀きも望んでいる」

〈土志紀……ああ。寄生先か〉

　冷ややかな声だった。

「寄生先って……おまえは土志紀に懐なついていたんじゃないのか？」

　思わずムッとした大地が叫ぶと、タルボの口が笑うようにつり上がった。

〈無力なうちは大人しくしておくのがいいと思ったからだ。もう自分で狩りができるようになった以上、そいつには寄生する意味しかない〉

「なんだと！」

　激高する大地を、渚なぎさはぐいと押しのけた。

「そう。あんたはこの世界の生き物じゃない。だから、寄生先がいなければ生きていけない。でも、元の世界に戻れば自由に好きなように生きられるのよ？　そのほうがいいと思わない？」



　ザザ――――――ン



　この海のない浜はま森もりで、聞こえる潮しお騒さいの音。

　それは、この現実世界が魔の海とつながった音だ。

　かすかだが、大地にも聞こえるようになった。以前は人魚とのハーフである渚にしか聞こえなかった音だ。

「どうやら、開いたみたいね」

　渚がさっとプレハブの下を指差した。

　そこには黒い水たまりのようなものがあった。

　タルボと渚に反応したのか、通路ができていた。

「そこへ入れば、元に世界に戻れるのよ。さあ、帰りなさい。そして二度とこっちには戻ってこないで」

〈断る〉

　タルボがあっさり言った。

「何ですって？」

　渚なぎさが呆ぼう然ぜんと問い返す。

〈まあ、こっちの世界は確かに息苦しい。居を構えるのは魔の海になるだろう。だが、土と志し紀きが話していた魔物が跋ばつ扈こするという魔の海よりは、狩りはこちらのほうが楽だ。それに〉

　タルボがぺろりと舌なめずりをした。

〈まずは空腹を満たしてからだ。……人間はうまいのかな〉

　大だい地ちと渚は顔を合わせた。

　ダメだ。

　こいつを魔の海に力ちから尽ずくで帰したところで、また戻ってくる。

　土志紀の説得という手も考えたが、土志紀のことを『育ての親』ではなく、『単なる宿主』としか思っていない以上、その手も使えない。

「……倒すしかないわね」

「そうだな」

「大地……こいつを裏庭から逃がさないようにして！」

「ああ……」

　大地は右手に集中した。

　手が熱い――中に埋め込まれた魔の海の羅ら針しん盤ばんの針がぐるりと動くのがわかる。

　ぐぐっと右手の奥から円いものがせり上がってくるのがわかる。

「う……」

　それはとうとう右手から姿を現し、そして直径一メートルくらいになるまで大きくなっていった。

　羅針盤の盾だ。

　ついこの間の戦いで目覚めた力だ。かなりの強度を誇る立派な盾だ。

　大地はさっと盾をタルボの前に突きだし、動きを封じた。

　タルボの目が細められる。

〈ほう……面白い力を持っているな。おまえ、普通の人間ではないな〉

「普通の人間だよ！」

「そうよ！　ＵＭＡ好きの変人ってだけよ！」

　渚が余計な補足をする。

〈おまえの肉は硬くてまずそうだ。そっちの女を喰くって、魔の海で一休みするとするか〉

　そう言うと、タルボが突進してきた。

「そうはさせるか！」

　大だい地ちはバッと前進すると、タルボの前に盾を振りかざした。

　がつっとタルボの体が盾にぶちあたる。

「うっ」

　想像以上の力に、大地の足が後ずさる。

　だが、大地は何とか踏ん張った。

「大地！　ナイス！」

　元気のいい声が背後から聞こえたかと思うと、大地の背が蹴けられた。

「よし！　行くわよ！」

　大地の背を蹴って高く飛んだ渚なぎさが豪快に叫ぶと、魔ま獣じゆう具ぐを振りかざした。

「一発で決めてやるわ！」

　タルボの脳天めがけ、一撃を放つ。



　ガキッ!!



「え……？」

　渚が呆ぼう然ぜんとして空中で止まった。

　渚の鋭い一撃を、タルボががっしりと口でくわえていた。

　そして、激しく首を横に振った。

「きゃああああ！」

　反動をつけたまま放ほうり出され、渚が吹っ飛ぶ。

「渚！」

「私はいいから！　そいつを逃がさないで！」

　遠くから渚の叫びが聞こえる。

　どうやら無事なようだ。

　大地はホッとし、そして、目の前のタルボを見やった。

　さて――どうする？

　自分が持っているのは、この盾と磁じ力りよくの能力だけだ。

　いわば、守りが中心の力だ。

　大地はごくっと唾つばを飲み込んだ。

　俺おれに、止められるか？

　そのとき、タルボがカッと大きく口を開けた。

　鮫さめのような、鋭い牙きばがずらりと並んでいる。

　人間など、簡単に引き裂かれてしまうだろう。

　心臓が早鐘のように打つ。

「よくもやってくれたわねええええええ!!」

　罵ば声せいとともに、蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱した渚なぎさが駆けてきた。

　その怒りの表情は、夢に見そうなまでに恐ろしい。

「さっきは油断したけど、今度はそうはいかないわよ！」

〈ほう……元気な娘だな〉

　タルボがどこか楽しげに言う。

「ええい！」

　渚が青眼の構えから、タルボの喉のど元もとをねらって鋭く突きを繰り出す。

　がつっという音とともに、それは見事にタルボの喉を突いた。

「どうよ！」

　だが、タルボはびくともしなかった。

「え？」

〈それで終わりか？〉

「なっ！」

　渚が後方に大きくジャンプし、タルボから距離をとる。

　大だい地ちはさっと渚の前に出ると、盾でかばった。

「魔物だから、急所が喉じゃないのか」

　大地の問いに、渚が首を振った。

「ううん、それだけじゃない。……あいつの皮膚、すごく硬い……まるで鉄の棒に打ち込んだみたいだった」

「な……」

　大地は呆ぼう然ぜんとした。

　それならば、通常の攻撃ではダメージを与えられない！

「こうなったら、必殺技を使うまでよ！　大地、それまでカバーを頼むわ！」

「ああ！」

　タルボの攻撃に備え、大地は低く構えた。

　だが、タルボは動かない。

　むしろ、渚が何をするのか、興味深そうに見守っているように見える。

　渚は棍こん棒ぼうをすっと撫なでた。

　この古びた棍棒はただの棒ではない。

　魔物の魂が込められ、渚の歌声によって呼び出される『魔ま獣じゆう具ぐ』なのだ。

　すうっと渚が深く息を吸い込んだ。

　目をつむり、両手を大きく広げる。

　そしてその口から、玲れい瓏ろうな、それでいて深みのある声が響きだした。

　声はどんどんと力強さを増し、それでいて透明感を失わない。

　奇跡の歌声が天に昇っていく。

　ごおっと風がうなる。

　渚なぎさの声に呼応し、空の切れ目から、飛び出してきたのは何十メートルもある龍りゆうのような生き物だ。

　普段は魔ま獣じゆう具ぐに魂を込めているが、渚と契約し、その歌声によってこの世に姿を現すのだ。

　銀色の鱗うろこに覆おおわれ、口からは炎を吐き出すその姿は、まさしく聖書に出てくる『レヴィアタン』そっくりだ。

　なので、渚たちは彼を『レヴィアタン』、通称『レヴィ』と呼んでいる。

《呼んだか、小娘！》

　レヴィの声が響き渡る。

「あいつ、やっつけちゃってよ！」

《あの小さい魔物か。わかった》

　巨大なレヴィからすると、タルボなど、とるにたらない存在なのだろう。

　軽く言うと、その巨大な口を開け、タルボに向かい一気に降下した。

　そのときだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　タルボのたてがみのようなものが鋭く針状に変化し、ビリビリと不穏な音を立てたのは。

「な、なんだ!?」

　たてがみの間には、発光する黄色い稲妻。

　それは次第に大きくなっていく。

「レヴィ！　気をつけて！」

　大だい地ちの叫びは遅かった。

　たてがみに起こった稲妻は一気にその勢力を増すと、一筋の大きな雷光となり、レヴィの体を襲った。

《うおおおおおお！》

　レヴィの巨大な体を黄金の雷光が包み込む。

「レヴィ！」

　どさり、とレヴィの巨体が地面に落ち、そして、渚なぎさの魔ま獣じゆう具ぐに吸い込まれた。

「そ、そんな……」

〈ふははははははは!!〉

　タルボが喉のどを揺らせ、楽しげに笑い出した。

「さあて、そろそろ味見をさせてもらうか」

　タルボが地面を蹴けった。

　軽々と渚に向かってくる。

「くっ！」

　渚が魔獣具を構える。

　タルボの三本指の先には鋭く尖ったかぎ爪づめがある。

　それが妖あやしくきらめいた。

　タルボが素早く腕を振った。

　ガキッ!!

　渚がなんとかその腕を魔獣具で防ぐ。

「くう……」

　ぎりぎりと力比べが始まった。

「渚！」

　大地は叫ぶと、盾ごと思い切りタルボに体当たりをした。

〈ぐあっ！〉

　タルボがよろける。

　――よし！

　と、思った瞬間だった。

　腕に鋭い痛みが走ったのは。

「うああああっ！」

　大だい地ちの腕には三本の赤い筋が走っていた。

　そこから血が流れ出す。

「大地!!」

　渚なぎさが駆け寄ってくる。

「大丈夫。傷は浅いからすぐ止まる！」

　大地は腕をぎゅっと押さえた。

　倒れざま、それでもタルボが一撃を大地に放ってきたのだ。

　大地はゆっくり立ち上がるタルボを見た。

　まったくダメージを与えられていない。

　焦りが胸を焼いた。

　タルボが大地の血のついたかぎ爪づめをじっと見つめた。

　そして長い舌でぺろりと血をなめとった。

〈甘い……うまいな……これが人間の味か……〉

　その恍こう惚こつとした響きに、大地はぞっとした。

　こいつは今、人間の味を覚えた。

　渚がぎゅっと魔ま獣じゆう具ぐを構える。

　その顔は青ざめていた。

　彼女もタルボの言葉に戦せん慄りつを覚えたのだろう。

〈う……〉

　こちらへ足を踏み出そうとしたタルボが揺らめいた。

〈そろそろタイムリミットか……〉

　魔物が長時間この世界で自由に動くには、誰だれかに寄生しないとならないのだ。

　どうやら、この戦いで、タルボはかなり体力をそぎ落としたらしい。

〈まあいい。喰くうのは次のときにしてやる。それにしても面白い！　実に楽しいな！　狩りとはこうでなくては！〉

　そう言うと、タルボが素早い動きで通路ホールに飛び込んだ。

　魔の海で英気を養うつもりなのだろう。

「ま、待てっ！」

　叫ぶ大地を、渚が止めた。

「ダメよ！　圧倒的にあっちが強い！　深追いしたら、こっちがやられるわ！」

「くっ……」

　渚の言うことは確かだった。

「今のままじゃ勝てないわ。何か戦略を練らないと……」

　渚なぎさが消えていく通路をじっと見つめた。



　　　　　　　＊



「土と志し紀き！　土志紀！」

　大だい地ちは土志紀の肩を強く揺すった。

「う……」

　短時間用の睡眠導入剤だったおかげで、土志紀は何とか意識を取り戻してくれそうだ。

　これから気の重い報告をしなければならない。

　大地はため息をついた。

「……大地……？」

　ようやく土志紀が目を覚ました。

　目をこすりながら、ゆっくりと半身を起こす。

「ど……どうなった……？」

　一瞬、大地は言葉に詰まった。

　だが、大地はつらい言葉を言わねばならなかった。

「ダメだったよ。魔の海に逃げた……」

「そうか……」

　土志紀が絶望的な表情になった。そしてハッとしたように顔を向けてきた。

「大地！　おまえ怪け我がをしてるじゃないか！」

「ああ、これ……たいした怪我じゃない」

　くっきり三本の線がついているが、血はもう止まっている。

「タルボは……また来るかな」

　土志紀の問いに、大地は強く頷うなずいた。

「ああ。人間の味をしめたらしい」

　土志紀が大地の怪我を見て、絶望的な表情になった。

「それにあいつは“〝狩り”〟自体を楽しんでいる。このままじゃ危険だ」

　何か手をうたねば――。

　大地はじっと考え込んだ。



    

  
    
      
第三章　渚なぎさの決意





「どうする？」

「とにかく放ほうっておくわけにはいかないわね」

　三人は駅前のファーストフード店に入って、作戦を練ることにした。

　三人とも薄汚れた格好だが、気にしてはいられない。

　二人からタルボとの戦いを聞いた土と志し紀きが暗い表情になった。

「どうしたらいいんだ……」

　大だい地ちはコーラを飲みながら言った。

「早めに対処しないと、今度こそ、人が襲われるわ。あいつ、狩りを楽しんでいた。手て応ごたえのある生き物っていったら――やっぱり人間でしょ」

　緊迫した空気が三人の間を流れた。

　今日は犬一匹だった。

　じゃあ、その次は――？

「で、でもあいつ、魔の海に戻って、そっちが珍しくてしばらくいるんじゃないかな」

　大地は少しでも明るい要素を探して言ってみた。

　すると、渚が頷うなずいてくれた。

「……その可能性は高いわね。もともと、魔物は異世界の生き物。土志紀さんに寄生していても、きっと息苦しかったはず。だから、しばらくは魔の海の空気を楽しむんじゃないかしら。あいつくらい強かったら、魔の海の獲物だってとれるだろうし」

「でも――また戻ってくるよな」

「ええ。きっとね。人間に興味を示していたし、獲物として魅力的だと思っているみたいだし」

　渚がこくりと頷く。

　その緑色の目に強い光が宿った。

「魔の海にいるうちに叩たたくしかないわね……でも、どうしたら倒せるのかしら。ただの攻撃じゃ通用しないし……レヴィならと思ってたけど、その前に雷にやられちゃったし……」

「レヴィ？　雷？」

　土志紀が怪け訝げんそうに言う。

　土志紀には渚や魔ま獣じゆう具ぐのことは話していない。

　大地は慌てて誤ご魔ま化かすことにした。

「ああ。そういや、これは驚いたんだ。土志紀、タルボのやつ、雷みたいな力を使っていたぞ」

「なんだって？　どうやって！」

　土と志し紀きが信じられないというように、目を見開いた。

「あのたてがみみたいなやつが、雷を起こせるらしい……」

「すごい！」

　一瞬、子供に戻って目を輝かせた土志紀だが、すぐに状況を思い出し、暗い表情になった。

「ごめん……二人とも、殺されたかもしれなかったのに……」

「いや、いいんだ。こうやって無事だったんだし」

「僕が寝ている間、大変だったんだよな……全部僕のせいだ……」

　土志紀がうなだれる。

「そんなに気にするなよ。土志紀は卵を浜はま森もりの山で拾ったんだろ？　放ほうっておいてもそこで孵ふ化かしたかもしれないし。そしたら、やっぱり浜森にとって脅威になっていたと思うぞ」

「うん……」

　少し元気を取り戻したのか、土志紀が飲み物に手をつけた。

　渚なぎさが何か決意をしたように、大だい地ちを見た。

「明日、私、補講を休んで東京にいるママのところへ行って聞いてみるわ。何か手立てがあるかもしれない」

「そうか！」

　渚の母であるセシリアは、渚の父と結婚するまでは魔の海にいた生きつ粋すいの人魚姫だ。

　何か対処法を知っているかもしれない。

「渚ちゃんのお母さんって魔物の研究家なの？」

　何も知らない土志紀がきょとんとしている。

「ああ、まあ、そんなところ！」

　大地は慌てて誤ご魔ま化かした。

　渚の母が人魚などとはとても言えない。

「じゃあ、補講が終わったら待ち合わせしましょ。明日は午前中だけだから、お昼過ぎにね」

　渚がそう言うと立ち上がった。

「二人は一応、警戒しといてくれる？　でも、危険だからもしタルボが現れても無む茶ちやはしないでね」
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　翌日――。

「渚なぎさちゃん、こっち！」

「ママ！」

　渚は東京駅で呆ぼう然ぜんとして叫んだ。

　顔が赤く染まるのがわかる。

　母であるセシリアはワンピースを着ていた。

　胸の谷間が丸見えで、太ももまでスリットが入っていて、体にぴたりと張り付いて、体のラインが丸見えの――超セクシーな。

　行き交う人たちが興味津々で母を見ていく。

　それはそうだろう。

　ゆるやかにウェーブを描く見事な黄金の髪。

　きらめく緑色の瞳ひとみ。

　二十代にしか見えない、スタイル抜群の美女というだけで目立つのに、この服装だ。

　渚は頭を抱えたくなった。

「ママ！　なんて格好してるのよ！」

「だあって、久しぶりに渚ちゃんに会えるんだもの！」

　セシリアが嬉うれしそうに駆けてくると渚に抱きついた。

「……それを着るときはパパの前だけにして……」

　渚は抱きしめられながらお願いした。

「それにしても、渚ちゃんが相談なんて珍しいわね」

　セシリアがにっこり笑って渚の顔を覗のぞき込む。

「わかった―――。恋でしょ！　恋の悩みでしょ！　大だい地ちくんでしょ！」

「ママ!!　そんなに大きな声で変なこと言わないで！」

　またもや周囲の注目を浴びてしまい、渚は抗議した。

「もう！　いいから！　時間もないし、そこの喫茶店に入るわよ！」

　渚はセシリアの手をひっつかむと、手近な喫茶店に入った。
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　豪ごう奢しやな金髪をもつ美女と、彼女によく似た蜂はち蜜みつ色の髪の美少女という組み合わせは目立つのか、喫茶店でも注目の的だった。

　渚は仕方なく、こそっと母に話しかけた。

「あのね、今、浜はま森もりがピンチなの。すっごく強い魔物が出てきちゃったのよ！」

「どんなやつ？」

　目の前のチョコレートパフェを嬉しそうにつつきながら、セシリアが尋ねてくる。

　我が母ながら、緊張感がない。

「そうね、見た目は縞しま模も様ようの恐竜みたいなやつ。えーと、タルボサウルスとかいうのに似てるんだって。でも、頭から背中にかけてたてがみみたいなのが生えてるの」

「あ、おいし――――い、これ！」

「ちょっとママ！　聞いてる？」

「聞いてるわよお、それで？」

　まったく甘いものバカなんだから。

　自分のラーメンバカっぷりを棚にあげ、渚なぎさはじろりとセシリアを睨にらんだ。

「そいつね、見た目は私たちよりちょっと大きいくらいでたいしたことなさそうなんだけど、戦うとすっごく強いの！　皮膚が硬くて打撃も効果がないし、しかも、そのたてがみを使って雷を起こすのよ！」

　ぴた、とセシリアのスプーンを持つ手が止まった。

「雷を起こす――か。その魔物なら聞いたことあるわ。確か、めちゃめちゃ強くて、見かけたら逃げるように言われていたわ。私たち人魚じゃ無理なんだって。たとえ魔ま獣じゆう具ぐを持っていても」

「やっぱり……」

「それにそいつ、もっと大きくなるわよ。まだ子どもなんじゃないかしら。倒すのなら今のうちね。でないと手に負えなくなるわ」

「もう充分手に負えないわよ……だから、わざわざママのところまで来たんじゃない」

　渚はがっくりと頭を下げた。

　そうか。

　やっぱりそんなに強い魔物なのか。

「一見、普通の魔物に見えるでしょ。それが手なのよね。安易に戦いを挑むと返り討ちに遭うの。根っからの戦闘タイプなのよ。戦いとなると、体が変化するの。皮膚は鋼はがねのように硬くなり、雷を起こし、牙きばも鋭くなる」

「……なんて厄介なの……」

　聞けば聞くほど、絶望的な気分になる。

「そんなものが浜はま森もりにいるなんてね……」

「どうすればいいの？」

「だから、逃げるようにしか言われていないわ」

　セシリアがあっさり言う。

「あーあ。ママなら何か知ってるかもしれないと思ったけど……どうしよう。大だい地ちたちに何て言えばいいの……」

「ふふっ、ママに任せなさい！」

　セシリアがにっこり笑った。

「え！　何か手があるの!?」

「まあね。あの伝説の武器が手に入れば何とかなるかもね」

「伝説の武器？」

　怪しげな響きに、渚なぎさは懐疑的な目をセシリアに向けた。

「そうよ―――。ず――――っと浜はま森もりに伝わってきた武器。その名も『破は魔ま銛もり』！　どんな魔をも滅する銛よ」

「そ、そんなのが本当にあるの？」

　大だい地ちなら信じるかもしれないが、渚は半信半疑だった。

「あるわよ！　だって、ダーリンが封じたんだもん！」

「ダ、ダーリンってパパが!?　な、なんで？」

　渚の父は建築士をしており、浜森の建物もいくつか手がけている。

　現在は、クライアントの希望で東京で仕事をしているのだ。

「じゃあ、パパに聞けば、その伝説の武器とやらの在あり処かを教えてくれるのね？」

　渚は勢いこんだ。

　まだ信じきってはいないが、それでも何も手立てがないよりマシだ。

「う――――ん、無理だと思う……」

「ええ!?」

　セシリアがむうっと頬ほおをふくらませた。

　その拗すねた表情はまるで女子高生のようで、とても一児の母には見えない。

「だって、もし使ったら危険だからって教えてくれなかったの！　選ばれた者しか使えないから、たぶん大丈夫だろうけど、念のためって」

「選ばれた者――」

　伝説の武器といい、知らなかったことだらけだ。

　渚は勢いよく立ち上がった。

「パパはどこ？」

「え？」

「パパに直接聞く!!」
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「渚！　久しぶりだな！」

　久しぶりに見る父の姿。四十を過ぎているようにはとても見えず若々しい。

　作業用のヘルメットをとりながら、父が近づいてきた。

「今度の仕事は美術館？」

「ああ。ほぼ個人的な美術館だけどね。先祖から代々伝わる品々を展示したいって主旨らしい」

「へえ……」

　よっぽど由緒正しい家柄なのだろう。

　渚なぎさは美しい庭に囲まれた日本家屋を見つめた。

「日本庭園付きか優雅ね……」

「それにしても急にどうしたんだ？　セシリアは？」

「ハイヒールでもたもたしてたから、置いてきた。私、急いで浜はま森もりに戻らなきゃいけないの」

　渚はじっと父を見上げた。

「いったいどうしたんだ？」

「破は魔ま銛もりという武器について調べているの」

「破魔銛……どこからその名を？　ああ、セシリアか」

　父はすぐ思いついたようだ。

「参ったな……秘密にするように言ったのに」

「私、高校でＵＭＡ研究会に所属しているの。文化祭で発表しなくちゃいけなくて、それで伝説の武器について調べているの」

　渚はあえて嘘うそを言った。

　戦うなどと言ったら、父は絶対に教えてくれないだろう。

　何か危険らしいことは母から聞いている。

「ねえ、教えてよ。いいでしょ？　使うわけじゃないんだから！」

　渚は怪しまれないよう、笑顔をつくり、軽い口調で言った。

「う――――ん。でも、これは発表されるとまずいんだ。一部の人間だけの秘密だからね」

　父がしぶる。

「わかった！　発表はしないわ！　でも気になるの、教えて！　お願い！」

　渚は必死に頼んだ。

「ダメだ。おまえは無鉄砲なところがあるし……」

「どうしても知りたいの！」

「なぜそんなに食い下がるんだ」

　父が鋭い目で見つめてくる。

　渚は軽く息を吸った。いつも鍛えている猫かぶり。それを発揮するときは今だ。

　渚は笑顔をつくった。

「だって、ここまで謎なぞめいたものがあるって聞いたら知りたいじゃない。誰だれにも言わないから。ね、お願い！」

「……仕方ないなあ。だけど、本当に絶対に誰だれにも言っちゃいけないぞ。セシリアにもだ」

　父は一人娘に弱い。

　渚なぎさはしてやったり、という表情を出さずに神妙に頷うなずいた。

「駅前に物見の塔があるだろ」

「ええ。パパが造ったのよね」

　浜はま森もりの駅前にそびえ立つ細長い塔。待ち合わせ場所として、よく使われている。

「あれを設計したのは僕だ。町の偉いさんたちと相談してね……」

　いよいよ本題だ。

　渚はごくっと唾つばを飲み込んだ。

「あの塔の天てつ辺ぺんに破は魔ま銛もりは吊つるされている。浜森の守り神としてね」

「あの塔の中にあるの!?」

　単なる長細い塔だと思っていた。

「高さは十五メートルある。中に入るには、鉄の扉をやぶる必要がある。鍵かぎはとある有力者の金庫に眠っているから誰も入れない」

「厳重ね……」

「もし中に入れたとしても、そこまで上るハシゴはないし、見上げても見えないようにしてある」

「……なんで、そんなにまでして隠すの……浜森の守り神なんでしょ？　それこそ、博物館とかに展示すればいいじゃないの」

「あれは本当に力があるからだ」

　父の目が厳しくなった。

「そして、その凄すさまじい力ゆえ、使った者の命を奪うと言われている」

「え？」

「魔を破滅させるには、それだけの力が必要だということだ」

　父は静かに言った。

「いわば、諸もろ刃はの剣。相討ち用だ。だから封印した」

「相討ち用……」

「あれは――破魔の銛だが、あれこそ『魔』ではないかと言う者もいた」

「どうして？　なぜそんなに恐れられているの？」

「それは使い方によるものだ」

「それはな――」

　父がぼそぼそと破魔銛の使い方を話した。

　それは衝撃的な内容だった。

「そ、そんな使い方をするの……」

「だから言っただろう。『相討ち用』だと。使った者は絶対に助からない」

　そのとき、父の目が鋭くなった。

「渚なぎさ……おまえ、まさか破は魔ま銛もりを使う気じゃないだろうな？」

「ま、まさか！　私だって死にたくないもの。それに第一、私じゃ手に入れられないじゃない。そんな厳重な警戒態勢で」

「まあな……おまえの怪力でも、あの塔は倒せない。しっかり地面に固定してあるからな」

　ぎくり。

　いざとなれば、塔を倒してやろうと思っていた渚は、慌ててそしらぬ顔をつくった。

「渚……もう一度言うぞ。あれは、すべての魔を倒すことができると言われている伝説の武器。でも、自分の命を懸けなければいけない。触れる者、すべての命を奪う、魔の道具なんだ」

「わかってるって。ところで、それに選ばれた者しか使えないんでしょ？　選ばれた者ってなあに？」

「魔の海の羅ら針しん盤ばんを継ぐ者だ」

「!!」

　渚は自分の顔色が変わるのを必死で堪こらえた。

「魔の海の……羅針盤？」

「そうだ。……まさか、おまえ、持っているんじゃないだろうな？」

「ま、まさか！　どんなものかも知らないよ！」

　ううん、知ってる。

　それは大だい地ちの右手に眠っていて――磁じ力りよくの能力があり、盾にもなる、すごいもの。

　でもまさか、他ほかにも力があったなんて。

　選ばれた者が大地なんて。

　大地が使えば、大地が死ぬ。

　そう考えただけで、体中の血がひいていくような気がした。

　渚はよろけるのをなんとか堪えた。

　ダメだ。

　絶対、それだけはダメだ。

　じゃあ、どうする？

　伝説の武器は使えない。

　なら――。

　私が――私とレヴィが――。

　渚は無む理り矢や理り笑顔をつくった。

「ありがとう！　面白い話が聞けてよかった――――。じゃあね――――」

「もう帰るのか」

　父が意外そうに言う。

「せっかく東京に来たのに。晩ご飯でも一緒に……」

「ごめん。約束があって。あ、今の話、ママには内緒ね」

「当たり前だ。セシリアに言ったら、どこから広まるかわからないからな」

　父が苦笑する。

「じゃあね、パパ！」

　渚なぎさは殊更、元気よく手を振った。

　自分の悲愴な決意を気取られぬように――。
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　帰りの新幹線は昼過ぎという中途半端な時間とあってか、すいていた。

　渚は一人席に座り、車窓を眺めながらつぶやいた。

「破は魔ま銛もりか……」

　伝説の武器。

　それがあれば、あいつを倒せるかもしれない。

　見上げても見えないようなところに隠してある武器。

　でも、選ばれし者――羅ら針しん盤ばんを継ぐ大だい地ちなら、使えるという武器。

　確かに銛なら、大地の磁じ力りよくで引き寄せることができるだろう。

「でも……」

　大地を危険にさらしたくない。

　使った者の命を吸い取る、危険な武器なのだ。

　渚はフッと苦笑した。

「あーあ。私、まだ高校一年生なのになあ。それに綺き麗れいだし、才能もあるし、輝かしい未来が待っているのになあ……」

　渚はくすくす笑った。

　そして、ヴァイオリンケースから、古びた棍こん棒ぼうを取り出した。

「レヴィ……私と心中する覚悟はある？」

　すぐに応答があった。

《儂わしをなんだと思っておる。おまえが起こさなかったら、永遠の眠りについていたんだぞ。命なぞ、惜しくもないわ》

　低く、くぐもった声が笑いを含む。

　大だい地ちの物置で見つけた古びた棍こん棒ぼう。

　戦う能力に関しては、人魚は魔物たちにはかなわない。

　だから、人魚は魔ま獣じゆう具ぐを使う。

　人魚と魔獣具は戦いのパートナーなのだ。

　そのことを渚なぎさは思い出した。

《それに、儂わしはとうに死んでいるのだぞ》

「それもそうね。でも……徹底的に破壊されたら魂すら消えてなくなるわ」

　しばらく沈黙があった。

《儂はただ、おまえたちといるのが思いの外ほか楽しくて――まあ、無む理り矢や理り呼ばれているというのもあるが、起きているだけだ。おまえが気にすることは何もない》

「ありがとう……レヴィ」

　渚は心から言った。

　渚には、浜はま森もりを、大事な人たちを守りたいという気持ちがある。

　そして何より彼を――大地を。

　だが、別にレヴィには何の関係もないのだ。

　本来は――。

　渚の心を読んだかのように、レヴィの声が響いた。

《勇敢なる人魚姫よ――おまえと戦うのは楽しい。昔の血が騒ぐ。儂がどこまでも付き合ってやろう》

「レヴィ……」

《初戦は無様にやられてしまったがな。だが、相手の能力がわかった今、儂にも対抗策はある》

「うん……」

《そんな情けない声を出すな。おまえらしくもない》

「……あんなにむちゃくちゃな契約をさせたのにごめんね」

　出会ったときのことを思い出し、渚はつい噴き出してしまった。

　なんとか魔獣具を手に入れたくて、大地の家の物置で大暴れをしたのだ。

《何、おまえらしい。儂は元来変わり者でな。ちょっとばかり……いや、ちょっとじゃなかったが、じゃじゃ馬な人魚のほうが付き合っていて楽しいくらいだ》

「ふふ……」

　渚はつい笑ってしまった。

「いろいろ戦ってきたよねえ……」

《ああ……》

　でも、それももう終わりになるかもしれない。

　ふっと、高校のことが頭をよぎった。

「夏が終わったら、文化祭に参加するつもりだったんだけどなあ……」

　ＵＭＡ研究会の面々が浮かぶ。

　いつも明るくまっすぐな空く美み先輩。

　物静かだけれどしっかり者の香かお流る先輩。

　いつもおちゃらけている光こう輝き。

　そして、おとなしいけれど、才能豊かで優しい朱あか里り。

　私がいなくなったら、大だい地ちは朱里と付き合うのだろうか。

　ちくん、と胸に鋭い痛みが刺した。

「……参加したかったなあ。文化祭」

　おそらく、それはないだろう。

　二人で戦って、まるで歯が立たなかった相手。

　レヴィと組んでも、よくて相討ちだ。

「ううん。絶対倒さないと」

　セシリアが言っていた。

　タルボはまだこれから、強大になっていくと。

　倒すなら、今しかない。

「破は魔ま銛もりか……」

　きっとそのことを知れば――大地は破魔銛を使うと言い出すだろう。

　そして……命を失う。

　一瞬、目の前が真っ暗になった。

　そんなこと、耐えられない。

「ねえ、二人で戦うことになってもいいよね？」

《どういうことだ？》

「……もともと、私は一人で戦ってきたわ。最後も一人で、というか、あなたと一緒に戦う」

《あの少年を巻き添えにしたくないのか》

　渚なぎさの思うところがわかったのだろう。

　レヴィが静かに言った。

「大地には関係ないもの。大地は普通の人間だわ。これは私たち魔の海に関係するものが解決する問題よ。そうでしょ？」

《あの少年がそう思うかは別だろうがな……》

　大地は恨むだろうか。

　私が一人で無謀な戦いに行くことを。

　でも――。

　大だい地ちが死んでしまうより、いい。

　渚なぎさは車窓から流れる景色をただ、じっと見つめた。
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　渚が東京から帰ってきたとの知らせを受け、大地と土と志し紀きは急いで浜はま森もり駅まで迎えに行った。

　物見の塔の前で、うろうろと渚が出てくるのを待つ。

「なんかいい情報があればいいんだけどなあ……早く片付けて、智ち仙せん丸まるについての展示をしなきゃいけないし」

「智仙丸？　懐なつかしい名前だな。展示って？」

　土志紀が不思議そうに聞いてくる。

　大地は土志紀に、ＵＭＡ研究会に入ったこと、そして文化祭の用意を始めていることを話した。

「おまえは……幸せそうだな」

「え？」



    

  
    
      



    

  
    
      「好きなものを好き、と堂々と言えて……好きなことをして……本来、そうあるべきなんだよな」

「土と志し紀き？」

「僕はできなかった。周囲の目を気にして」

　土志紀が悲しそうな顔をしたので、大だい地ちは慌てた。

「ほら、土志紀は繊細だからさ。俺おれ、自分で言うのも何だけど、図太いっていうか。でも、散々だよ。家でも学校でも変わり者扱いされてさー」

「でも、おまえは気にしない。だろ？」

「ああ。まあな。こんな楽しいことやめられないよ……って、今は不謹慎だよな」

　大地はうっとりとＵＭＡについて語りかけ、自分たちの置かれる状況を思い出した。

「あ、あれ、渚なぎさちゃんじゃない？」

　土志紀が駅を指差した。

　流れる蜂はち蜜みつ色の髪。

　ワンピースから伸びるすらりとした手足。

　渚は大勢の人間の中でも、そこだけ輝いているように目立っていた。

「オーラがあるね、彼女には人を惹ひきつける……」

　土志紀が感心したように言った。

　確かに、大地も渚から目を離せなかった。

「あ」

　二人に気づいた渚が手を振ってきた。

「お帰り。お疲れさま」

「どうだった？」

　渚がうっすら笑みを浮かべた。ちょっと疲れているようだ。

「うん、今、お母さんが調べてくれている。対抗策があるみたい。それまで危険だから、手は出さないようにって」

「そうなんだ！」

　対抗策があると聞いて、大地はホッとした。

　土志紀の顔にも笑顔が戻る。

　だから気づかなかった。渚が後ろめたそうに目をそらしたことを。

「よかった……」

「で、でも、今日にでも現れるかもしれないんだぞ？」

　大地の言葉に、渚がわかっているというように頷うなずいた。

「うん、それなんだけどね。土志紀さん、タルボは部屋から逃げ出したんでしょ？」

「ああ。で、僕に浜はま森もりに行くように言ったんだ。僕ももうどうしていいかわからなくなっていたし、大だい地ちに助けを求めたかったから、ちょうどよかったんだけど……」

「やっぱり。あれほどの魔物だから、この世界にいるのって成長していくとつらくなってきたのよ。いくら土と志し紀きさんに寄生していても。戦いの最後のほうでつらそうだったでしょ。だから、魔の海でゆっくりしていると思うの」

「なるほどな……」

「だから、一日、二日でこっちの世界に戻ってくるとは思えないのよね。ようやく戻れた魔の海で少しのんびりしてから狩りに移ると思うの」

「焦る必要はないってことか」

「そう。それに、明日にはわかるって。だから、一晩だけ待ってって」

　なら――今晩は大丈夫かもしれない。

　大地は肩から重荷がとれる気がした。

　そして、自分がずっと緊張していたことに気づいた。

「ありがとな、渚なぎさ。わざわざ東京まで行ってくれて――渚？」

　大地は渚が物見の塔を見上げていることに気づいた。

　じっと、天てつ辺ぺんを見ている。

「渚、どうした？」

「え？　ああ、何でもない。いい天気だな、って思って」

　渚が笑った。

「と、いうわけで、私たちは明日からの戦いに備えて腹ごしらえをしようと思います」

　渚がいきなり宣言した。

「腹ごしらえっておまえ……」

「ほらー、昨日行けなかったじゃない」

「まさか……」

「中なか森もりラーメンストリートよ！」

　そういえば、すっかり忘れてた。

　そんな話をしていた気がする。

　渚がにっこり笑うと土志紀を見た。

「土志紀さんも！　せっかく来たんだから、中森ラーメンストリートに行きましょう。ほとんど食べてないんでしょう？　寄生されていたんなら、生気もかなり吸い取られているはずですよ！　ちゃんと食べなきゃ！」

「え、ああ……」

　渚の張り切りように、土志紀が戸惑ったように大地を見てきた。

「えーと、あ―――、こいつは、一言で言うと『ラーメン大好き病』なんだ」

　ぎゅう。

「あだだだだだ!!」

　足をしっかりじっくり踏まれ、大だい地ちは悲鳴を上げた。

「今日は大地のおごりということで」

「そんな！　俺おれ、金ないよ！」

「僕が奢おごるよ。二人にはお世話になってるしね」

　くすくす笑いながら、土と志し紀きが言った。
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　三人は中なか森もり駅に降り立った。

「ところで、中森ラーメンストリートって？」

　土志紀が不思議そうに聞く。

「ああ。土志紀は行ったことないよな。駅からちょっと歩いたところに、ラーメン店ばっかりずらっと並んだ通りがあるんだ」

「へえ……」

「土志紀はあんまりラーメンを食べないんだっけ？」

「いや、そんなことないよ。楽しみだなあ」

　土志紀が嬉うれしそうに言う。

　土志紀もずっと気を張り詰めていたのだろう。

　渚なぎさの言葉のおかげで、少しリラックスしているのがわかる。

「で、どの店に行くんだよ、渚」

　奢るのは土志紀でも、決定権は渚にある。

　また迷うのかと思いきや、渚が即答した。

「はちすか亭にする」

「へえ、珍しいな。おまえがすぐに決めるなんて」

　いつも散々迷うのに。

「まあね」

　渚がふっと笑った。

　その笑顔が妙に寂しげで、一瞬、引っかかった。

　だが、次の瞬間、渚が力強く歩き出したので、大地はすぐにそのことを忘れてしまった。

　トレードマークの赤い暖の簾れんをくぐると、威勢のいいかけ声がした。

「いらっしゃい！」

「ここって確か、札さつ幌ぽろの有名店だよね」

　物珍しそうに土志紀が店内を見回す。

　今日は三人なので、テーブル席に案内された。

「私、スペシャルちゃーしゅーめん！」

　渚なぎさがこの店の看板メニューを注文する。

「じゃあ俺おれも」

「僕も同じものを」

「ありがとうございます。スペシャルちゃーしゅーめん、三ついただきました！」

　店員が勢いよくカウンターに向かって叫ぶ。

　お冷やを手にすると、大だい地ちはふっと思い出した。

「確かここって……おまえと初めて入った店だよな」

「そうね」

　渚がにっこり笑った。

「あのときも確か、おまえ『スペシャルちゃーしゅーめん』を頼んだんじゃなかったっけ？」

「うん、そう」

「よっぽど気に入ったんだな。確か二杯頼んでたっけ、前回は」

「はい、おまちどお！　スペシャルちゃーしゅーめん、三つ！」

　どん、とどんぶりが置かれる。

　特大チャーシューが花びらのように八枚ものせられている。

　そのボリュームに、土と志し紀きが目を丸くしている。

「こ、これを二杯も食べたの？　渚ちゃんが？」

「うん、熟玉もつけた」

　そう言うと、渚がさっそく、割わり箸ばしを割った。

「いただきま―――す！」

　特大のチャーシューをぱくぱく平らげていく渚を、大地はじっと見つめた。

「おかしい……」

「うん、信じられないスピードだね。もう半分食べちゃってるよ……」

「いや、そういう意味じゃなくて……」

　いつもながら、幸せそうにラーメンを食べている渚。

　だが、大地は何か違和感を覚えていた。

　何か、おかしい。

　それが何かわからないけど――。

「ぷはあ！　おいしかったあ！　おかわりお願いしま―――す！」

　渚が屈託なくカウンターに向かって叫ぶ。

　そう、まずこれだ。

　いつもは、もっと恥ずかしそうに頼むのに。

「なあ、渚なぎさ」

「え？　何？」

　渚が首をかしげ、大だい地ちを見つめる。

　その表情におかしなところはない。

　だが、気になる。

「……どうかしたのか？」

「何が？」

「何かいつもと感じが違うから」

　だが、渚はきょとんとしている。

「そう？　久しぶりに両親と会ったからかなあ」

「お父さんにも会ったの？」

　セシリアと会うとしか聞いていなかった。

「え、ああ、うん……せっかく東京に行ったから」

　渚がちょっと詰まったように、もごもごと言った。

　やっぱり、どこか様子が変だ。

「大地、食べないのか？」

　土と志し紀きが不思議そうに聞いてきた。

「え？　ああ……」

　大地はすっかりのびてしまったラーメンを食べ始めた。

　だが、頭は渚のことでいっぱいだった。
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「ああー、満足したあ！　土志紀さん、ごちそうさまでした！」

　浜はま森もり駅に戻ると、渚がぺこりと土志紀に頭を下げる。

　夕暮れに輝く蜂はち蜜みつ色の髪が、金色に染まっていた。

「いや、いい食べっぷりで、見ているこっちも気持ちよかったよ」

　土志紀がにこにこしながら渚を見つめた。

「それに……久しぶりにおいしくご飯を食べた気がする。こっちこそありがとう」

　土志紀が少し元気そうになったので、大地はホッとした。

「なあ、渚」

「何？」

「やっぱりさ、ちょっと周辺をパトロールしないか？」

「なんで？」

　渚なぎさがきょとんとしてこちらを見てきた。

「だって、あいつ、やっぱり腹を減らしてこっちに顔を出すかもしれないじゃん」

　もどかしい思いで、大だい地ちは言った。

「まあ、可能性はゼロってわけじゃないけど……ほら、この前、全然歯が立たなかったでしょ？」

「あ、ああ、まあな……」

「あれと同じ状況で戦っても殺されるだけだと思うし……一晩、待つだけじゃない。今日はいいでしょ？」

「……おまえがそう言うなら……」

　大地はじっと渚を見つめた。

　こいつは心配じゃないのか？

　確かに、今日、タルボが来る可能性は低いがゼロではない。

　いつもの渚なら、自分からパトロールを言い出しそうなものだが……。

「まあ、潮しお騒さいが聞こえたらってことで」

　渚が大地にぼそっと囁ささやいた。

「あ、ああ……」

　魔の海との通路ホールが開くとき、特別な人間だけに聞こえる潮騒。

　でも、それを聞いてから家を出たら、手遅れにならないか？

　だが、迷っているうちに、渚がさっと手を振った。

「じゃあ、明日、また学校で！　ママから連絡があったらすぐ教えるから」

「ああ、楽しみにしてる」

　どうやら何か手立てがあるらしい。

　ハードな戦いになるだろうが、一筋の光明が見えた気がした。

　ただ、何かが引っかかってしょうがなかった。

　だからかもしれない。

　妙な言葉が口をついて出てしまったのは。

「なあ、渚」

「何、大地」

　帰りかけていた渚が振り返った。

「明日も――会えるよな？」

　そう言った瞬間、渚の緑色の目が大きく見開かれた。

　そして、にっこり笑った。

「当たり前じゃない！　じゃあね！」

　渚が大きく手を振ると、駆けていった。

　揺れる蜂はち蜜みつ色の髪が見えなくなるまで、大だい地ちはずっと見送っていた。
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「大地のバカ……」

　渚なぎさは走りながら、必死で涙がこぼれないように堪こらえていた。

「いつもは鈍感なくせに、こんなときだけ鋭いんだから!!」

　家まで一気に駆け抜け、玄関に入ると、渚は座り込んだ。

「……最後に一緒にラーメンが食べられた。一緒にいられた。うん……よかったんだよね、これで」

　渚はぐいっと涙をぬぐった。

「今晩――行くわよ」

　ヴァイオリンケースから、魔ま獣じゆう具ぐを取り出し、渚は語りかけた。

《ああ。だが、いいのか。あの少年ともう二度と会えないかもしれないのだぞ》

「いいのよ」

　これでいい。

　これまでも、大地を数々の危険にさらしてきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　もう、傷つく大だい地ちは見たくない。

　ましてや、命を危うくする大地など。

「これで……いいの」

　鋭い寂しさが胸をよぎった。

　だが、渚なぎさはそれを振り払った。

「そういえば、人魚姫って人間の王子と結ばれなかったわよね……」

　渚はふと、童話の『人魚姫』の話を思い出していた。

　今晩、私は魔の海のあぶくとして消えてしまうかもしれない。

　それでも――。

　それでもいいと。

　彼が幸せに生きてくれさえすればいいと。

　そう思える相手がいるのは、幸せなことかもしれない。

「でも、私、負けないわよ！　きっと生きて帰るんだから！」

《それでこそ、おまえだな》

　レヴィが小さく笑った。

　渚も微笑ほほえんだ。

　たとえそれが儚はかない夢であっても――そう思いたかった。



    

  
    
      
第四章　大地の覚悟





「なんだか……気になるなあ」

　大地は納得がいかなかった。

　いつもの渚なら、大地が言うより先にパトロールを申し出そうなものだ。

　あいつはずっと浜はま森もりを守ってきたのだから。

「いつも強気なくせに、なんで今日に限って怖おじ気けづくかなあ……」

　確かに一度、完全に負けている。

　勝つ見込みのない戦いを避けたいという気持ちはわかるが……。

「いや、当然だと思うよ、女の子なんだし……」

　土と志し紀きがなだめるように言う。

「あいつは普通の女じゃないの!!」

　大地は叫んだ。

　その剣けん幕まくに、土志紀が目をぱちくりさせるのがわかる。

「いいか？　あいつは初めて言葉をかわしたとき、俺おれを脅してきたんだぞ？」

「お、脅す？」

　土と志し紀きがわけがわからないというように、ぽかんとする。

「それどころじゃない。あいつはプレハブはぶっ壊すわ、魔物はボコボコにするわ――」

　言いかけて、大だい地ちはハタと気づいた。

　変だ。

　どう考えても変だ。

　渚なぎさらしくない。

　いつもの渚じゃない。

　渚――どうしたんだ？

　両親と何を話したんだ？

「うわけがわからん！」

「とにかく大地はパトロールがしたいんだろ？　僕も及ばずながら付き合うよ」

「サンキュ」

　大地は土志紀に笑ってみせた。

　だが、攻撃の要かなめの渚がいない以上、タルボと遭遇したときに戦うすべがほとんどない。

　正直、羅ら針しん盤ばんの力だけでは不安だ。

　それに、土志紀を危険にさらしたくない。

　何か――武器がほしい。

　土志紀も同じことを思ったらしい。

「付き合うって言っても、僕がいても足手まといなだけだよな……。何か武器がほしいなあ。強力な魔物を倒す武器が」

　そのとき、大地の脳裏にスケッチブックが浮かんだ。

「そうだ！　おじいちゃんが言っていた浜はま森もりの伝説の武器って探せないかな？」

「伝説の武器？」

　土志紀が怪け訝げんそうに首をかしげる。

「ほら、あれ――昔スケッチブックに描いてくれたやつ！」

「ああ、なんかあったなあ……銛だっけ？」

「そう！」

　大地は大きく頷うなずいた。

　土志紀はちゃんと覚えていてくれた！

　そのとき、大地はフッと思い出した。

　おじいちゃんのスケッチブック。

　渚が家に来たときに見せたのだ。

　渚が目を輝かせながら、スケッチブックを見ていた光景が鮮やかに思い浮かんだ。

　なぜか、ずきん、と胸が痛んだ。

「あの銛ってどこにあるんだろ？」

「それは聞かなかったなあ……」

　昔話として聞いただけなのだ。存在するかも怪しい。

「でも――俺おれは智ち仙せん丸まるを見たんだ。あれも存在する可能性がある。ちょっと家に帰って、じいちゃんの知り合いに電話してくる！」

「わかった！　僕は図書館で調べてみるよ」

　大だい地ちと土と志し紀きは二手に分かれた。
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「あら、大地、お帰りなさい」

　飛び込むようにして家に帰ると母が出迎えてきた。

「どうしたの、そんなに息せき切って」

「じいちゃんの知り合いの名簿ってある？」

「ええ、まだ置いてあるわよ」

「見せて！　早く！」

「相変わらず、変な子ねえ……」

　ぶつぶつ言いながら、母が戸棚から住所録を出してくれた。

「はいこれ」

「ありがとう！」

　大地はとりあえず上から順に電話をすることにした。
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『ああ……陸りく三ぞうがそういう話をしてたなあ。昔っからあいつはああいう話が好きで……』

『何とか言っとったな。何だかな……また思い出したら連絡するよ』

『おお、陸三さんのお孫さんか。いやいや、そういう話は聞いたことがないなあ……』

「そうですか、ありがとうございます」

　大地は電話を切ると、ため息をついた。

　住所録の番号すべてにかけてみたが、まったく有効な手がかりは得られなかった。

「そうだよなあ……すごい秘密だぞって言ってたもんなあ……」

　大地は仕方なく立ち上がった。

「大地？　また出かけるの？　もうすぐ晩ご飯よ？」

「えーと、帰ってきてから食べる」

　今はまだ、土と志し紀きのことを母には話さないほうがいいだろう。

　今回の件が片付いてからだ。

　大だい地ちは外に出ると、土志紀と浜はま森もり駅で待ち合わせた。

「どうだった？」

「ダメ。じいちゃんの知り合いは何も知らないって」

「そっか……図書館なんだけど、郷土資料に詳しい担当が今、席を外しているらしいんだ。また帰ったら連絡くれるって……」

「お互い、収穫はなし、か」

　そのとき、大地はひらめいた。

「……先輩だ！」

「え？」

「空く美み先輩はおじいちゃんの本を持っている！」

　大地は空美にさっそく電話をかけた。
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「大地く―――ん！」

　空美が大きな胸を揺らして走ってきたので、一瞬、目のやり場に困った。

　空美はぴったりしたＴシャツに短パンという軽装だ。

　すらりとした体によく似合っている。

「急ぎの用って言うから、走ってきちゃった！　自転車のほうが早かったね。よく考えたら」

　息をきらせながら微笑ほほえむ空美はまぶしかった。

「わざわざすいません、空美先輩」

「いいのよ！　はい、これが本。あら、お友達？」

　空美が土志紀に目を向けた。

　土志紀がどきっとしたのがわかる。

「ああ、従兄いとこなんです」

「そうなんだ。オトナっぽいと思った。こんにちは！　ＵＭＡ研究会の部長の早はや瀬せ空美です」

「空美先輩は生徒会長もやっているんだ」

「へえ、すごいですね。山やまノの上うえ土志紀です。よろしく」

「早瀬空美です。こちらこそ、よろしく～。そっかあ、従兄かあ。言われてみれば、何となく似てるわね。目とか」

「そう？」

　じいいっと見つめる空く美みに圧倒されるようにして、土と志し紀きが答える。

「うん。土志紀さんも、もしかしたらＵＭＡが好きとか？」

「ええ、まあ」

「やっぱり！」

　空美が満足げに頷うなずいた。

「同志は何となくわかるんだよね。私たち、文化祭でＵＭＡの発表するんです。ぜひ来てください！」

「は、はあ……」

　土志紀は年上だというのに、高校生の空美に押されっぱなしだ。

「じゃあ、大だい地ちくん、また明日！」

　空美がポニーテールを揺らして元気よく帰っていく。

　その後ろ姿を、土志紀がぼうっと見送っていた。

「土志紀！」

「いや……すごい生命力にあふれた人だなあ。渚なぎさちゃんもそうだけど……羨うらやましいよ」

「あの人たちは特別！　破は魔ま銛もりがあればいいんだけど……」

　二人は食い入るように本を見た。

　果たして、奇跡は起きた。

「あった!!」

「これだ！　地名、『浜はま森もり』のもとになったともいわれている魔物を破壊する力を持つといわれている武器、『破は魔ま銛もり』！」

　それは、おじいちゃんのスケッチブックの絵にそっくりだった。

「やった！　すごい武器があるんだ！」

「これが手に入れば、タルボを倒せるかもしれない！」

　しかし、二人はハタと止まった。

「でもこれ……どこにあるんだろう？」

「……それは書いてないなあ……」

　そのとき、土志紀の携帯電話が鳴った。

「郷土資料担当の人が帰ってきたって！」

「直接行って、聞いてみよう！」

　二人は図書館に向かって駆け出した。



　　　　　　　＊



「いらっしゃい」

　迎えてくれたのは、優しそうなお姉さんだった。

「奥の資料室にいるわ。奥おく村むらさんよ」

　二人はドキドキしながら、資料室に入った。

「きみたちかい？　何か知りたいことがあるんだって？　夏休みの研究課題か何か？」

　そこにいたのは、眼鏡めがねをかけ、ひげをはやした五十歳くらいの男性だった。

「僕たちが知りたいのは――ここ、浜はま森もりに伝わる伝説の武器、破は魔ま銛もりのことです」

　奥村の動きがぴたりと止まった。

「破魔銛だって？　どうしてそのことを知っている？」

　急に眼鏡の奥の目が険しくなっている。

　――やっぱり破魔銛は実在するんだ。

　そう確信させるような緊張感が漂っていた。

「俺おれは山やまノの上うえ大だい地ちっていいます。祖父は山ノ上陸りく三ぞう。祖父が書き残した資料にあったんです」

　大地は本を差し出した。

「ああ……これは……彼が自費出版で出した本だね。私も一冊持っているよ」

「祖父の知り合いなんですか!?」

「ああ……まあね」

　だが、住所録に奥村の名はなかった。

「まあ、昔、そういう伝説の武器がこの土地に伝わった――そういう伝承だよ」

　奥村がにっこり笑った。

　誤ご魔ま化かして帰す気満々だ。

　こうなったら、真実を話すしかない。

「今朝、犬が殺される事件があったのをご存じですか？」

「？　ああ」

「あれをやったのは、ある強力な魔物です」

「……」

「あいつはそのうち人間を狙ねらってくるでしょう。俺たちはそれを阻止したい。でも、すごく強い魔物なんです。破魔銛が必要です」

　奥村は黙ったままだ。

　一笑に付すわけでもなく、戯たわ言ごとだと怒るわけでもなく。

　しばらくして、奥村がぼそっと言った。

「それが実在するとしてもきみが使うことはないだろう」

「な、何でですか!?」

「その資料には書かれていないが、破は魔ま銛もりは選ばれた者しか使えない」

「!!」

「そして、もう一つ。選ばれた者しか使えないように、普通の人間が手にすることができない場所に保管されているからだ」

「ど、どこですか!?」

　奥おく村むらがじっと試すように大だい地ちを見つめた。

「それは教えることができないな」

　大地はバッと腕を見せた。

　奥村が目を見開く。

　そこには、タルボにつけられた三本傷があった。

「これはその魔物につけられた傷です。そいつは知能も高く、人間を獲物として見ていました。もう猶予はないんです！」

　奥村が戸惑ったように大地を見つめた。

　大地は必死で目に力を込めた。

　信じてもらえるように。

　奥村の目が揺れた。

「しかし……あれは選ばれた者しか使えないし……」

「選ばれた者って？　どんな条件なんですか？」

「特別な羅ら針しん盤ばんを手にした者、としか聞いていない」

「特別な羅針盤……」

　大地は右手をそっと見た。

　それは――この右手にある魔の海の羅針盤のことじゃないだろうか。

「羅針盤なら心当たりがあります！」

「なんだって!?」

　奥村が驚いたように言った。

「それが本当ならすごいことだが……それなら、尚なお更さら教えるわけにはいかないな。きみに使われたら、陸りく三ぞうに申し訳がたたん」

「じゃあ、祖父の血を引く俺おれのことがわかるでしょう？　教えてください！　使うかどうかは別として、知りたいんです！」

　大地の勢いに、奥村が黙った。

　そして、口を開いた。

「……陸三の孫ということに免じて教えてやろう。だが、絶対に誰だれにも言うなよ」

「わかりました！」

　大地ははやる気持ちを抑え、力強く言った。

「物見の塔だ」

「え」

　大だい地ちは呆ぼう然ぜんとした。

「物見の塔ってあの……駅前にある……」

「そう。浜はま森もりのシンボルともいえる、高い塔だ。今は待ち合わせ場所としても有名だがな」

「あの中にあるんですか!?」

　てっきり中は空洞だと思っていた。

「塔の中の天てつ辺ぺんに、太い縄で幾重にもぎっちり吊つるされている。浜森全体を一望できるところに置いて、守ってもらうって意味を込めて麻生あそうさんがそうしたんだ」

「『麻生さん』ですって!?」

　大地は思わず叫んだ。

　麻生は――渚なぎさの名字だ。

　そして、渚の父は建築士だ!!

　浜森の建物をいくつか手がけたと言っていた。

　物見の塔も手がけていたのか!!

　じゃあ――渚の母が知らないはずはない。

　渚にその話をしなかったのだろうか？

「塔の中へは入れないんですか？」

　呆然としている大地に代わり、土と志し紀きが尋ねた。

「ああ。厳重に封鎖しているし、高さ十五メートルにある銛をどうやってとる？　もちろん、階段やハシゴはないぞ」

　奥おく村むらが厳しい目を向けてきた。

「そうですか……」

「魔物が出るかどうかは、私には真偽のほどはわからない。だが、もし本当にそうなら、私たちが捨てておかない。だから、きみはもうこのことは忘れなさい」

　大地はじっと奥村を見つめた。

　それでは遅いのだ。

　犠牲者が出てからでは――。

「それから、絶対に破は魔ま銛もりを使おうなんて思わないこと。いいか、破魔銛は諸もろ刃はの剣だ。魔物を倒す力を秘めている代わりに、使った者の命を奪う」

「命を？」

「ああ、そう言われている」

「あ……」

　渚なぎさの様子が変だったのは、そのせいだったのか？

　破は魔ま銛もりのことを聞いて――。

「とにかく、今の話は他言無用だ。わかったら、帰りたまえ」

「ありがとうございました」

　奥おく村むらが、最大限の配慮をしてくれたのが伝わってきた。

　だが、現実はかなりショックだった。

　大だい地ちたちはよろよろと図書館から出た。

「まさか、あの物見の塔の中に破魔銛があるなんてな……」

「それより、渚はなんで俺おれたちにそのことを話さなかっんだ!?」

　明日、わかると言っていた。

　だが、本当は今日、わかっていたんじゃないのか？

　大地は携帯電話を取りだした。

　とにかく聞かなければわからない。

「どう？」

　土と志し紀きが尋ねてきたが、大地は首を振った。

「ダメだ。電源を入れていないか、電波の届かないところにいる」

　何度かけ直してもつながらない。

　嫌な予感が募る。

　なぜ、電源を切っているのだ？

　とにかく真実を知りたい！

　大地は渚の母である、セシリアに電話をかけた。

「もしもし、大地ですが……」

『あら――――、大地くん！　電話してくれるなんて嬉うれしい――――――!!』

　相変わらずのテンションの高さに、大地は苦笑いした。

　そして、セシリアに抱きしめられたときの甘い香りや豊満な胸のやわらかさを思い出し、思わず、鼻を押さえた。

　だが、今はそんな悠長なことを考えているときではない。

「ちょっと渚に連絡がつかなくて……うかがいたいことがあるんですけど」

『いいわよ何でも聞いて！』

「今日、渚が行きましたよね？　そのとき、伝説の武器である破魔銛のことを話していませんでしたか？」

『ええ。教えてあげたわよ。浜はま森もりにはそういう武器があるって。大地くんも知ってたんだ。秘密秘密って言うわりに、有名なのね、あの武器』

　やっぱり！

　渚なぎさは知っていたのだ。

『あ、でも大丈夫。あの子、場所知らないから。っていうか、私も知らないんだけど。ダーリンが教えてくれないのよ。でも、そのほうがいいかも。使った者の命を奪う危険な武器だから』

「ダーリンって……お父さんですよね？　お父さんは知っているんですか？」

『うん、そうみたい。その話をすると誤ご魔ま化かされるけど』

「あの……魔物に対して対抗策があって、今、それを調べているんですよね？」

『え？　何のこと？　そんな話はしてないけど』

　セシリアがきょとんとしているのが伝わってくる。

　大だい地ちは携帯電話をぎゅっと握りしめた。

　あいつ――嘘うそをついたのか！

　俺おれを巻き込まないために！

「そうですか……ありがとうございます」

　大地は電話を切った。

　間違いない。

　あいつは破は魔ま銛もりのことを聞いたのだ。

　そして、羅ら針しん盤ばんのことを聞いた。

　選ばれし者。それが俺だと気づいた。

　でも、破魔銛を使えば俺が死ぬ。

　だから言わなかったのだ。

　おかしいと思ったのだ。

　渚が逃げるなんて。

　伝説の武器を使えない今、あいつは一人で戦うつもりだ。

　それこそ、命がけで。

「あ……」

　はちすか亭。

　初めて二人で行ったラーメン店。

　あいつ……あれを最後の晩ばん餐さんにするつもりで。

　それに気づくと、これまでの違和感が一気にとけた。

　あいつは覚悟をしていたのだ。

　破魔銛の存在を知ってから。

　たった一人で戦うことを。

　だから、頑かたくなにパトロールを拒んで。

「大地……渚ちゃんはまさか……」

「ああ。俺おれたちを巻き込まないよう今晩一人で行くつもりだ」

　あいつなら、そうする。

　何となくそう思った。

「今から追いかけたら間に合うよ！」

「ああ、でも――」

　今、このまま追いかけても、前回の二の舞になるだけだ。

「……破は魔ま銛もりがいる……」

「大だい地ち、本気か？　あれを使う者は命を――」

「あいつは一人で行ったんだ。前回、二人でも勝てなかったのに。勝算はないのに、それでも一人で行った！　なら俺も――」

　命をかけてやる！

「大地……でもどうやって手に入れるんだ？　あんな厳重なところ……」

「土と志し紀き、ずっと黙ってたけど、俺の右手には魔の海の羅ら針しん盤ばんが埋め込まれているんだ」

「羅針盤!?」

「ああ。渚なぎさに会うまで、ずっと使わなかった。方向がわかるくらいの便利なものって思ってたんだ。だが、渚と会って、魔の海に行って、すごい磁じ力りよくの能力が使えるってわかったんだ」

「磁力の能力……」

「ああ。俺はタンカーですら持ち上げた。だから、鉄の扉も何とかなると思うし、破魔銛も引き寄せられると思う……たぶん」

「だから渚ちゃんは言わなかったんだな……」

　土志紀がぽつりと言った。

「あの子、おまえのことが本当に大事なんだな」

　その言葉は、大地の胸にずしりと突き刺さった。

　そうだ。

　だから、あいつは何も言わずに。

　たった一人で――。

「行かせるもんか……」

「え？」

「行くぞ、物見の塔へ！」

　あいつが命をはるなら、俺もはる！

　大地と土志紀は駅に向かって駆け出した。



　　　　　　　＊



　駅前は帰宅ラッシュで人がたくさんいた。

　そこに、物見の塔はいつもと変わらず、静かに建っていた。

　大だい地ちと土と志し紀きは物見の塔に近づいた。

「物見の塔……この中に入るには……」

　外側に一つドアがあった。

　鉄でできた重そうなドアだ。

　しかも、しっかり鍵かぎがかかっている。

　薄暗くなってきているとはいえ、駅前だ。

　人目がある。

「なあ、土志紀……頼みがある」

　大地の真剣な表情に土志紀が頷うなずいた。

「ああ、何でも言ってくれ」



　　　　　　　＊



「いたい！　いたい、苦しい!!」

　土志紀の悲鳴が響き渡り、浜はま森もりの駅前は騒然となった。

　土志紀が苦しそうに地面を転げ回っている。

　異常事態に、何事かと人々が目を向ける。

　ここぞとばかりに、土志紀が更に声を上げる。

「た、助けて――――――!!」

　普段、引っ込み思案な土志紀からは想像もつかないような演技力だ。

　彼も責任を感じ、必死なのだろう。

　その真剣さが、真実みを増したらしい。

「誰だれか！　救急車を！」

「あなた、大丈夫？　どうしたの!?」

「しっかりして！」

　駅に入ろうとした人、駅から出てきた人――みんな、何事かと土志紀のほうに集まっていく。

　よし！

　今なら、誰もこっちを見ていない。

　大地はすっと鉄の扉に手を触れた。

　硬く冷たい感触が戻ってくる。

　大だい地ちは右手に集中した。

　右手の手のひらがストーブにあてたかのように熱くなる。

　凄すさまじい熱だ。

　燃えるような感覚に、大地は歯をくいしばった。

　――引っ張れ。

　――開けるんだ！

　誰だれに見み咎とがめられるかわからないのだ。

　焦りが胸を焼く。

　早く――早く、ドアを開けて中に入るんだ！



　めき。

　めきめきめきめき――。



　重い鉄の扉が少しずつ開いていく。

　ガキッと鍵かぎが外れる音がした。

「ふう……」

　大地はゆっくりとドアを開け、素早く中に入った。

　そしてドアをなるべく自然に閉める。

「わあ……」

　中は空洞で、ほぼ真っ暗だった。

　天井の辺りに窓のようなものがもうけられているらしく、そこからわずかに光が漏れている。

　大地は目をこらして見上げてみたが、暗すぎて何も見えない。

　だが、天てつ辺ぺんにあるはずなのだ。

　破は魔ま銛もりが。

　大地は手をまっすぐ上に伸ばした。

「来い――破魔銛。俺おれの手に！」

　大地は右手の手のひらに集中した。

　再び、手のひらに熱が集まってくるのがわかる。

　ゆっくり額ひたいから汗が流れ出る。

　熱い、苦しい――。

　だが、渚なぎさを救うには、これしかないのだ。

「くっ！」

　しかし、いくら集中しても何も起こらない。

　遠すぎるのだろうか。

　一瞬、大だい地ちの脳裏を諦あきらめがよぎった。

　だが――。

　蜂はち蜜みつ色の髪。

　緑色の目。

　こちらをまっすぐ見つめる真剣な表情。

　何も知らないように、笑って手を振っていったあいつ。

　まるで最後の晩ばん餐さんかのように、ラーメンを食べていった。

「渚なぎさ……」

　思い出せ。

　渚と戦った日々を。

　これしきのことが何だというんだ？

　俺おれはタンカーですら、この力で引き寄せたんだぞ!?

　再び力がわいてきた。

「来い！　破は魔ま銛もり！　俺が使ってやる!!」

　びきっ、と頭上で小さな音がした。

「!!」

　おそらく銛を結んでいる縄が切れた音だ。

　ちゃんと磁じ力りよくの力が効いている！

　そのことに大地は力づけられた。

「来い！　俺のところへ！　おまえが必要なんだ！」

　大地は必死で叫んだ。

　今や汗が体中から流れ出て、ふらふらだ。

　だが、ここで倒れるわけにはいかない。

　もう少しなんだ！

　びきびきとかすかな音が響いている。

　少しずつ縄が切れていっているのだ。

「俺が使ってやる――俺の命をかけて!!」



　びきっ！



　大きな音がしたかと思うと、何かが降ってくるのが見えた。

「う、うわっ！」

　大地は反射的に両手を挙げた。

　その手に、ずしりと重いものが落ちてきた。

「くっ！」

　大だい地ちは何とか受けとめた。

「あ――」

　両手にあるそれは――銛だった。

「やった！」

　喜んだ大地だったが、早くその場を出なければいけないことに気づき、慌ててドアを開けた。

　周囲を見回し、そっと外に出る。

　ドアを閉め、大地は手にした銛をまじまじと見つめた。

　あちこち傷があり、まるで歴戦の戦士のような銀色の銛。

　これが――破は魔ま銛もりか。

　どんな魔も破壊するという、伝説の武器。

　見とれていた大地は、慌てて辺りを見回した。

　幸い、誰だれにも見み咎とがめられていないようだ。

　早く、この場を去らなければ。

　土と志し紀きの周辺には人だかりができている。

「土志紀……」

　何とか合図を送ろうと、大地は必死で土志紀を見た。

　そのとき、転げていた土志紀と目が合った。

　土志紀がハッとするのがわかった。

　大地が手にした銛を目にしたのだろう。

　土志紀がゆっくり体を起こした。

「あれ……何だか楽になったみたいです……」

　土志紀が言うと、周囲の人々が口々に声を上げた。

「本当に大丈夫？」

「救急車、呼んじゃったわよ」

「念のため、病院に行ったら？」

「すいません！」

　土志紀は不自然にならない程度に早足でこちらに向かってきた。

　大地は素知らぬ振りをして、道を歩き出す。

　駅前を離れると、すっと土志紀が横に並んできた。

「それが――破魔銛？　成功したんだ」

「ああ。土志紀は名演技だったな」

　大だい地ちがにやにや笑うと、今更ながら自分の演技を思い出したのか、

「やめてくれよ。恥ずかしい……」

　と言い、土と志し紀きが顔を真っ赤にさせた。

「でも、おかげで手に入ったよ」

　ずっしりと重い、自分の身長ほどもある銛を、大地はしげしげと眺めた。

　こう見ると、ただの古い銛にしか見えない。

　だが、これは破邪の銛なのだ。

　そう思うと、わくわくしてきた。

　これなら――タルボを倒せるかもしれない。

　いや、きっと倒せる！

「大地……本気で使う気か」

「もしタルボを倒せなかったならな」

「……死ぬかもしれないんだぞ」

　土志紀の言葉に、大地の胸がどくんと波打った。

　そうだ。

　そうだった。

　これは――使った者の命を奪う銛でもあったのだ。

「でも、あいつは――放ほうってはおけない」

　大地は早足で学校に向かった。

　これから、どんな戦いが待ち受けているのかわからない。

　だが、やるしかなかった。

　俺おれが行くまで、死ぬんじゃないぞ、渚なぎさ！

　大地はいつの間にか駆けだしていた。



    

  
    
      
第五章　二人の最終決戦





　すっかり夜の帳とばりが下りた頃ころ、渚なぎさは魔ま獣じゆう具ぐを手に、学校の裏庭に来ていた。

　夜空に輝く満月が、優しく渚を照らしていた。

「……誰だれもいなくてちょうどいいわ」

　渚はぽつりと言った。

《そうだな……》

　渚は壊れたプレハブの前に立った。

「さあ、開きなさい。通路ホール。この私とレヴィが来たのよ！」

　渚はじっと地面を見つめた。

　ザザ――――ン――と寂しげな潮しお騒さいの音がした。

　そして、ぽつり、と地面に墨を落としたような染みができた。

　それは次第に広がっていく。

　魔の海に繋つながる通路ができあがっていくのを、渚はじっと見つめた。

「やっぱり……ここは完全に通り道になっているわね」

　タルボのときもそうだった。

　彼が魔の海に帰りたがっていたとき、都合よく、通路が開いたのだった。

　この通路はもう、簡単に魔物に反応するようになってしまっている。

　危険だ。

　しかし、今はそれを気にしている場合ではない。

「行くわよ」

　渚は魔獣具を手に、黒い水たまりに足を入れた。

「う……」

　ねっとりした泥の中をゆっくり落ちていく感触は、何度やっても慣れない。

　気持ち悪さをこらえると、渚は岩場に降り立った。

　激しい波しぶきが岩場に打ちつけている。

　空は黒っぽい雲に覆おおわれ、見る者に不吉なものを感じさせる。

　そして、相変わらず生ぬるい風が吹いていた。

「変わらないわね、ここは……」

　潮の香りのする風が、渚の蜂はち蜜みつ色の髪をなぶっていく。

「こんなところで死にたくないわね……絶対に倒して生きて帰ってやるわ」

　渚は自分に言い聞かせるように言った。

　だが、それがどこか夢のように思えるのも確かだった。

「やるだけやってやるわ！」

　今回は大だい地ちのフォローなしだ。

　先にレヴィに出てきてもらうしかない。

　渚なぎさはすうっと息をすいこんだ。

　深く深く、長く長く――。

　そして、一気に歌声として発した。

　どこか鋭さをもつ歌声が朗々と魔の海に響き渡る。

　その歌は、まるで竜巻のようにうねり、荒れ狂う魔の海の上を通り、天の高みまで昇っていく。

　これが――最後の歌になるかもしれない。

　渚の脳裏にそんな悲愴な思いがよぎった。

　一瞬、声がかすれそうになる。

　だが、渚はこらえた。

　感傷的になるな！

　弱気で勝てる相手じゃない！

　渚は更に力を込め、歌った。

　私に力を！

　この戦いに勝利を！

　そのときだった。

　ゴオオオオオと風がいちだんと力強く吹いた。

　魔の海の灰色の空を切り裂き、炎を吐きながらレヴィが現れた。

　銀色の鱗うろこをきらめかせ、その巨体をくねらせながら近づいてくる。

　ずっと一緒に戦ってきた仲間。

　これが最後の戦いになるかもしれない。

「レヴィ、用意はいい？」

《ああ》

　レヴィの声に迷いはなかった。

「タルボ！　どこ！」

　渚は慎重に岩場を歩いた。

　あいつは賢い。

　不意打ちをしてくるかもしれない。

　あいつは私を食べたいって言っていたし……。

　だが、あいつが出てこなければ意味がない。

　自分をエサにしてでも、呼び出さなくては！

　そのとき、ずるり、と何かが動く音がした。

〈呼んだか。俺おれを〉

「タルボ！」

　渚なぎさは思わず叫んでしまった。

　岩場から出てきたのは、灰色の縞しま模も様ようの恐竜のような魔物、タルボだった。

　雷を起こすたてがみが風になびいている。

　強い――。

　一瞬にして、渚はタルボの戦闘力を見てとった。

　それほどのオーラがタルボから漂ってくる。

　渚はじりっと後ずさりした。

　信じられなかった。

　タルボは昨日見たときより、一回りほど大きくなっていた。

《成長が早いな……》

　レヴィが小さくつぶやく。

「ええ、そうね……」

　魔の海に戻り、本来の力を取り戻しつつあるのだろう。

　やはり倒すなら今しかない。

〈わざわざ喰くいに来られるとは、変わった娘だ〉

　あざ笑うようにタルボが言った。

　ずらりと並んだ牙きばが輝きを放つ。

　ともすれば臆おくする気持ちを叱しつ咤たし、渚はタルボを睨にらんだ。

　渚はバッと魔ま獣じゆう具ぐをタルボに向かって差した。

「勘違いしないでよね！　あんたを倒しに来たのよ！」

〈愚かな……まあ、いい。こちらは楽しめるうえに、すばらしい夕ゆう餉げになりそうだ〉

　タルボがぺろり、と長い舌を出した。

「気持ち悪いのよ！」

　渚が叫んだ瞬間、素早くタルボが距離を詰めてきた。

「!!」

　タルボの腕の、鋭いかぎ爪づめが渚を襲う。

「やあっ！」

　渚は魔獣具を素早く差し出すと、その一撃を受けた。



　ガキッ!!





　魔ま獣じゆう具ぐとかぎ爪づめが交差し合い、ギリギリと力比べが始まる。

　そのとき、タルボの口が開いた。

　にたり、と笑う。

〈面白い。おまえからは人間と魔物の両方の匂においがする〉

　ぺろりとタルボが舌なめずりをした。

〈喰くったら――どんな味がするかな〉

　ぞくっと寒気が背筋を走った。

　こいつは――本気で私を喰おうとしている！

　渚なぎさは魔獣具を一振りすると、タルボの手を払い落とした。

　そして、後方に大きくジャンプをして距離をとった。

「ふう……」

　自分を落ち着かせるため、一呼吸置く。

　今までも……こちらを殺そうと、喰おうとする魔物と戦ってきた。

　だが、こいつはまたそいつらとは違う。

　知能の高さが、これほどまで不気味さを煽あおるとは！

　でも、やることは同じ。

　倒すだけ！

　渚は力強く岩場を蹴けった。

「やあっ！」

　思い切り、魔獣具を打ち下ろす。



　ガキィン!!



「つっ！」

　手に痺しびれが走り、渚はまたもやタルボから距離をとった。

　やはり、こちらの攻撃は跳ね返される。

　だが、そこまでは計算のうちだ。

　昨日も無理だったのだから！

　頼みの綱はレヴィだった。

「レヴィ！」

《任せろ！》

　雷の攻撃を受ける前に、レヴィの攻撃を受けさせる――それが渚の作戦だった。

　魔獣具の攻撃と、レヴィの攻撃では桁けたが違う！

　レヴィがガキッとタルボの体をくわえた。

「レヴィ！　噛かみ砕くだいて！」



　ガキッ!!



　渚なぎさは信じられない光景を見た。

　砕かれたのは、レヴィの牙きばだった。

　タルボがかったるそうに、体を大きく揺らすと、レヴィの口から逃れる。

〈ふ、この程度か。所しよ詮せん、魂だけの存在だな〉

「あ――」

　今度はタルボの攻撃だった。

　鋭いかぎ爪づめがレヴィを襲う。

　ずさっと銀色の鱗うろこに傷が入り、血が飛び散った。

《レヴィ！》

　ここまで差があるとは！

　レヴィの一撃で、体力を削り取り、そこを叩たたくつもりだったのだ。

　だが、相手はまったくといっていいほど、ダメージを受けていない。

　レヴィを助けようと走りかけた渚はハッとした。

　ぴきんとタルボのたてがみが針状になっている。

　そしてバチバチと火花が飛び散り始めた。

「あ……」

　凄すさまじい雷撃がレヴィに浴びせられた。

《ぐあああああああ!!》

　雷がレヴィの体を包む。

　ずしん、と大きい音を立て、レヴィが岩場に倒れ伏した。

　渚は足が震えるのを感じた。

　タルボの雷撃は昨日の何倍もの力だった。

　こいつは――どこまで進化していくつもりなの。

〈ふん……こいつも硬そうだな。喰くうのはやめておくか〉

　タルボが興味なさげにレヴィを見た。

〈さあ、次はどんな攻撃をしてくれるのか〉

　まるでからかうように、タルボが金色の目を輝かせてくる。

　明らかに遊んでいる。

「……!!」

　どうしたらいいの。

　あの雷を受けたら終わりだ。

　私は死に、あいつに喰くわれる。

　だが、たてがみからは雷が消えた。

　渚なぎさは驚き、思わず尋ねてしまった。

「何？　雷を浴びせないの？」

　タルボがにやりと笑う。

〈あの龍りゆうもどきのようにローストにしてしまっては楽しめないだろう。獲物は生きのいいのが一番だ〉

「あんた……」

　こいつは単に食べたいんじゃない。

　狩りを楽しみたいのだ。

　猫が死にかけのネズミをなぶるように――。

　私をなぶり殺したいのだ。

「あっ！」

　タルボのしっぽの一撃が渚の足を襲った。

　不意をつかれ、渚は倒れた。

　あわてて立ち上がろうとしたとき、タルボがジャンプし、渚の上に覆おおい被かぶさってきた。

「!!」

「さあ、ゆっくりと解体していこう……」

　タルボの口から長い舌が伸びてくる。

「」

　あまりのおぞましさに渚は声も出ない。

　タルボの分厚い舌が、渚の喉のどをつたう。

　その気持ち悪さに、渚は叫び出しそうになった。

　だが、手足はおさえつけられ、もがくことしかできない。

〈ああ、なんてうまそうだ……〉

　タルボが恍こう惚こつとして言う。

　絶体絶命だ。

　私――殺される！

　こんなやつに。

「このっ！」

　渚は力を振り絞り、右手を何とか自由にした。

　そのまま、タルボの鼻面を叩たたく。

「いたっ！」

　まるで硬い鉄板を叩たたいたような手て応ごたえだった。

　タルボの金色の目が鋭く光る。

〈うっとうしいな。大人しくしろ〉

　かぎ爪づめが一いつ閃せんした。

「あっ！」

　渚なぎさは喉のどに痛みを感じた。

　だが、瞬間的に傷は浅いのがわかった。

　やっぱりなぶり殺しにする気だ。

〈さて……おまえの血はどんな味がするのかな……〉

　タルボの舌が伸びてくる。

　渚は涙がにじんでくるのを我慢できなかった。

　ああ――私はこいつに一矢を報いることもできないまま、殺されるのか――。

「そこまでだ、タルボ！」

　凜りんとした声が響いた。

　渚は信じられない思いで声のするほうを見た。

「だ、大だい地ち!!」

　岩場に降りたっているのは、大地だった。

　後から土と志し紀きもやってくる。

〈あいつらは――〉

　一瞬、タルボの気がそれた。

　それを逃さず、渚は思い切り、タルボの腹を蹴けった。

「ええいっ!!」

　タルボが吹っ飛び、渚は立ち上がると、大地の元に駆け寄った。



　　　　　　　＊



　渚が駆けてきたので、大地は安あん堵どのあまりため息をついた。

「渚！　無事でよかった！」

　しかし、渚の首に血がついているのが見えた。

「首に怪け我がをしてるのか！」

「かすり傷よ！　それよりあんた――」

　渚の目は、大地が手にしているものに釘くぎ付づけになっていた。

「あんた――それって！」

　大だい地ちが手にした銛を見て、渚なぎさが悲鳴に近い声を上げる。

「もしかして――もしかしてそれって破は魔ま銛もりじゃないの!?」

「ああ、そうだ」

　大地はあっさり言った。

「どうして――どうして、在あり処かがわかったの？」

　渚はひどい慌てようだった。

「必死で調べたからだよ！　おまえこそ、黙ってたな」

「当たり前でしょ！　わかってるの!?　使ったら命を吸い取られるのよ!?」

「わかってる。これは最終手段だ！　土と志し紀き、ちょっとこれを持っていてくれ」

　大地は土志紀に破魔銛を渡した。

　戦況は芳かんばしくなかった。

　レヴィが力なく倒れ、その銀色の鱗うろこが黒く焦げついている。

「レヴィはやられたのか」

「ええ。あいつ、すごい雷撃を持っている。あれを喰くらったの」

　大地はこちらをうかがっているタルボを見つめた。

「あいつ、でかくなってないか？」

「ええ、すごく成長が早いわ」



    

  
    
      



    

  
    
      「よし、二人でもう一度戦うぞ！　それでダメなら――」

　破は魔ま銛もりを使う。

　大だい地ちと渚なぎさは顔を見合わせた。

　最後の手段に出るしかない。

　そのとき、意外なところから声が飛び出した。

「待ってくれ！　二人とも！」

　叫んでいるのは土と志し紀きだった。

「僕に話をさせてくれ。タルボと――」

「土志紀……」

　そうだ。土志紀はタルボを卵から孵ふ化かさせ、育ててきたのだ。

　いわば親代わりだ。

　もしかしたら、説得できるかもしれない。

　土志紀がゆっくりタルボに近づいた。

「タルボ……」

「土志紀、あんまり近づくな！」

　大地の声に、土志紀はぴたりと足を止めた。

　タルボまでの距離は約二メートル。

　それ以上近づくのは危険すぎる。

　土志紀は自分を落ち着かせるため、すうっと息を吸い込んだ。

「僕の勝手できみをこっちの世界で育ててしまってごめん。でも、きみはようやく元の世界に帰れたんだ。ここで、僕たちと争わずに住むことはできないかな」

〈……〉

「確かに僕らの世界では、簡単に狩りができるだろう。でも、彼らみたいな存在もいるんだ。魔物を倒す自警団のような」

　土志紀が大地たちをちらっと見た。

「僕はきみが倒されるのを見たくない。ここにいさえすれば、彼らはきみに手を出さない。頼む約束してくれ。もう戻ってこないと」

　土志紀の必死の懇願は、大地には痛いほど伝わってきた。

　こんなに危険な生き物と知らなかった土志紀は、大事に優しく育てたのだろう。

　まるで自分の孤独を癒いやすように――。

「きみといた日々は楽しかった。幸せだった。だから、きみのために言う。お願いだから、破魔銛を使わせないでくれ」

　タルボがじっと金色の目で土志紀を見つめた。

〈確かにおまえには育ててもらった恩がある〉

　タルボが静かに言った。

　意外な言葉に、大だい地ちも渚なぎさも驚いた。

　魔物なのに、一応、恩義を感じていたのか。

〈だが――〉

　にたり、とタルボが笑った。

〈今や、俺おれはおまえの手を離れた。その後、どうしようが俺の勝手だ〉

　しゅっとタルボの長いしっぽが放たれた。

　それはばしっと土と志し紀きを強打し、土志紀が吹っ飛んだ。

「土志紀!!」

　大地たちは慌てて駆け寄った。

「う……」

　岩場に叩たたきつけられ、土志紀はかなり苦しそうだ。

「骨が折れていないといいけど……」

　渚が心配そうに言う。

「だ、大丈夫、だと思う……」

　苦しげだったが、土志紀が半身を起こした。

　確かに重傷ではなさそうだ。

　タルボも土志紀相手には、手加減したということだろうか。

「土志紀……ごめんな。俺たちはあいつを倒さなくちゃいけない」

　そう言うと、土志紀の目から涙があふれた。

「わかってる……でも、できたら苦しまずに死なせてやってくれ……」

「ああ」

　そんなことができる余裕があればいいのだが。

　破は魔ま銛もりを土志紀のそばに置き、大地と渚は立ち上がった。

「やるわよ！」

「おお！」

　大地は右手に力を込めた。

　熱が集まってくる。

「うおおおおお!!」

　ぐぐっと右手からせり上がってきた羅ら針しん盤ばんが盾になっていく。

　タルボの雷撃も防ぐ強力な盾だ。

　渚が魔ま獣じゆう具ぐをぐっと構えた。

「同時に行くわよ！」

　二人はタルボに向かって駆け出した。

　タルボのたてがみが、ピンと針状になった。

「電がくるわよ！」

　渚なぎさが鋭く警告した。

「わかってる！」

　大だい地ちはぐっと盾を構えた。

　たてがみから放たれた雷撃が、盾に激しくぶつかる。

「くっ！」

　しかし、盾は見事に雷撃を防いだ。

「よしっ！」

　大地を飛び越すようにして、渚がタルボに向かって飛んだ。

「外は硬くても、中はどう？」

　そう言うと、タルボの口に魔ま獣じゆう具ぐをつっこむ。

〈グエエエエエエエ!!〉

　タルボが聞くに堪えない悲鳴を上げた。

「このお！」

　渚が更に奥につっこもうとしたとき、大地はタルボのたてがみから光が見えるのに気づいた。

「渚！　離れろ！」

　渚がハッとしたように飛び、離れた。

　その瞬間、渚がいた場所に、雷撃が走った。

　岩場が砕くだけ散る。

「ぞっとするほどの威力だな」

「外側は硬くても、中は柔らかいと思ったんだけど……あの雷撃がやっかいね」

　二人がそう話していたときだった。

　怒りに満ちたタルボの目が二人に向いた。

「あっ！」

　かわす暇はなかった。

　二人は雷撃を浴び、思い切り吹っ飛んだ。

「う……」

　大地はかろうじて盾に守られていたようで、打撲だけで済んだようだ。

「渚……渚!!」

「だい……じょうぶ……よ」

　渚は倒れたままだった。

「全然大丈夫じゃないだろ！　起き上がれないじゃないか！」

「うる……さいわね……今のは効いたわ……」

　渚なぎさは息も絶え絶えだ。

「土と志し紀き！」

　大だい地ちは土志紀に声をかけた。

「破は魔ま銛もりをくれ！」

「これを使う気か大地！」

「仕方ないだろ。試してみる！」

　このままでは全員殺される。

　この銛は使った者の命を奪うらしいが――。

　試すしかない！

　大地は奪うようにして破魔銛を手にすると、タルボに向かっていった。

「うおおおお！」

　伝説の武器、破魔銛。

　それはどんな魔物をも倒すという。

　大地は思い切りタルボに銛を叩たたきつけた。



　ガキッ!!



「えっ」

　思わぬ手て応ごたえに、大地は呆ぼう然ぜんとした。

　銛はタルボの体に跳ね返された。

「な、なんで――」

「大地、危ない！」

　渚の言葉に、大地は慌ててその場を飛とび退のいた。

　雷撃が、大地が今いた場所に思い切り落ちた。

　大地は呆然と破魔銛を見つめた。

「ちくしょう！　なんで、この銛は使えないんだ？　どこが破魔の銛だよ！」

　悔しさがこみ上げてくる。

「俺おれは選ばれし者じゃないのか？」

「大地、あんた、何やってるの！　それ……まさか破魔銛!?」

　渚が緑色の目を大きく見開いた。

「ダメよ、使うのは！　あんた、わかってるの？　これは命を奪う銛なのよ！」

「それでもやるしかないだろ！」

「あんた、死にたいの？」

「おまえもそうだろ！　たった一人でタルボと戦おうとするなんて！」

「う……」

　渚なぎさがぐっと詰まった。

　大だい地ちは銛をじっと見つめた。

「なんでタルボに効かないんだ？　破は魔ま銛もりなのに、あんなに軽々跳ね返されるなんて……」

　それに、命を奪うと言われているのに、持っていても何もない。

「俺おれは羅ら針しん盤ばんを持っている……選ばれた者なんだろ？　なのに、なんで使えないんだ!?」

　そう言うと、渚が今にも泣きそうな顔になった。

　大地はピンときた。

「渚……おまえ、何か知ってるな？　まだ隠していることがあるだろ！」

「う……」

　渚がか細い声で言った。

「言えない……」

「なんで！」

「言ったら、あんた使うでしょ！　そしたら――」

　渚が今にも泣きそうな顔になった。

　そのとき、雷撃が飛んできた。

「危ない！」

　大地は渚を抱えるようにして、地面に転がった。

「つっ！」

　雷撃がかすった腕に、鋭い痛みが走る。

「大地！　大丈夫？」

「大丈夫……少し痺しびれるだけだ」

　だが、あれをまともに喰くらったら終わりだろう。

〈悠長におしゃべりか。そろそろ終わりにするか〉

　にたり、とタルボが笑う。

「渚！　時間がないんだ！　使い方を教えてくれ！」

「いや！　絶対いや！」

　渚が頑かたくなに首を振る。

《おまえが話せないというなら、儂わしが話そう》

「レヴィ？」

　倒れていたレヴィが語りかけてきた。

「レヴィ、やめて！」

　渚なぎさが叫んだが、レヴィは構わなかった。

《その銛を使うためには、その銛に命を預けるということ。つまり、自分の胸に突き刺すのだ》

「なんだって？」

　信じられない。

「そんなことをしたら、魔物を倒す前に死ぬじゃないか！」

《信じてやってみろ……》

　そう言うと、レヴィは力つきたように、がくりと頭こうべを垂れた。

「う……」

　大だい地ちは破は魔ま銛もりを見つめた。

　この銛を胸に突き刺す？

　タルボが危険を察したのか、また雷光を発しだした。

　時間がない！

　やるしかない！

　大地は思い切って、破魔銛を胸に突き刺した。

　ずぶり、と銛が体の中に入っていく。

「うあっ！」

　不思議な感覚だった。

　痛みはない。

　だが、体の中のものを全部吸い取られていくような不快感があった。

「あ――」

　気づくと、銀色だった破魔銛が真紅に染まっている。

　大地は破魔銛をぐっと握った。

　今までと違う、凄すさまじい手て応ごたえが返ってくる。

　大地はゆっくりと破魔銛を胸から抜いた。

　そうか――。

　使う者の覚悟と一体になってこそ、力を発揮するのか。

「大地……大丈夫なの？」

　まだ横たわったままの渚が、心配そうに聞いてくる。

　その緑色の目が涙で光っていた。

　大地は笑顔を返した。

　このまま、自分のパワーと一緒に破魔銛をぶつければ――おそらく俺おれは。

　迷いを振り払うように、大地は駆けだした。

　同時に雷撃が大地を襲う。

　大だい地ちは破は魔ま銛もりを振った。

　確信どおり、破魔銛は軽々と雷撃をはね除けた。

　よし、いける。

「大地!!」

「うおおおおおお!!」

　大地は力一杯、破魔銛を投げた。

　これで救えるのなら。

　みんなを。

　渚なぎさを。

　ならば――それでいい!!

　うなりをあげて破魔銛がタルボの胴体の真ん中に刺さった。

　きょとんと、タルボが破魔銛を見下ろす。

　破魔銛がみるみるうちに銀色に戻っていく。

〈グキャアアアアアアア!!〉

　絶叫を上げると、タルボが倒れた。

「倒した……のか？」

　大地はよろよろとタルボに近づいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その横を、だっと駆け抜けた者がいた。

　土と志し紀きだった。

「やめろ、土志紀！　危ないから近づくな！」

　それでも土志紀は止まらなかった。

「タルボ!!」

　危険を顧みず、土志紀はタルボの頭部を手に取った。

　タルボの目は閉じられて、ぴくりとも動かない。

「土志紀、やめろ！」

　追いついた大だい地ちは見た。

　タルボの目がうっすら開かれるのを。

「まだ生きているのか！」

　大地はとどめを刺そうと破は魔ま銛もりをその体から抜いた。

　そのとき、そっと土志紀が手を挙げて制止した。

「いや、もう……必要ないよ……」

　土志紀がそっとタルボの頭を撫なでた。

「ごめん……ごめんな……」

〈クウ……〉

　タルボがまるで子犬のような甘える声を出した。

　一瞬、幸せに暮らしていた頃ころの二人が見えた気がした。

「あ……」

〈キュウ……〉

　力なく目を閉じると、タルボが動かなくなった。

　まるで石のようになったタルボを見て、完全に息を引き取ったのだと感じた。

「タルボ……タルボ、ごめん……」

　土志紀が静かに涙していた。

　どう慰めようかと思ったとき、ずきっと心臓に痛みが走った。

「うっ!!」

　大地は前のめりに倒れた。

「大地!!」

　渚なぎさが這はいずるようにして近寄ってきた。



　　　　　　　＊



「大地！　絶対、死なせないから！　私の命をあげる！」

　やはり、伝説は本当だった。

　渚なぎさはどんどん真っ青になっていく大だい地ちの体を、息を詰めて見つめた。

「無理……だよ、破は魔ま銛もりを使ったら死ぬって……」

　大地がゆっくり目を閉じる。

　大地は完全に覚悟を決めていたのだ。

　信じられない。こうならないよう、レヴィと一緒に戦いに来たのに！

　目から涙があふれ出す。

「ああ！　どうしたらいいの!?」

　このままじゃ、確実に大地は死んでしまう。

　触れた手は氷のように冷たい。

「バカ……バカ!!」

　浜はま森もりを守るために、本当に死ぬなんて。

　私をおいて死ぬなんて！

　涙がこぼれ落ちる。

　ぽたり、とそれが大地の頬ほおに落ちた。

　すると、土気色の肌が、その部分だけ肌色に戻った。

「!?」

《おい、小娘……おまえは人魚の血を引いているんだな？》

　ずるずると巨体をひきずってレヴィがやってきた。

「え、ええ、そうよ！」

《人魚の肉は不死の力を与えるともいわれている――もしかしたら、おまえの生命力がこいつを蘇よみがらせることができるかもしれない！》

「!!」

　あとからあとから流れる涙が唇を潤していく。

　これが――これが命を救うんなら。

　私の命なんかすべてあげる！

「大地――お願い、生き返って――」

　渚はそっと、涙で濡ぬれた唇を、大地の唇に押し当てた。



　　　　　　　＊



　大地はゆっくり目を覚ました。

　俺おれはタルボを倒して――そして倒れて――。

　死んだんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　破は魔ま銛もりを使った者の宿命として。

「う……あれ？　俺おれ……」

　大だい地ちはゆっくり起き上がった。

　魔の海のような岩場が続いている。

　ここが死の世界か――。

　魔の海そっくりだ……。

　不思議な感覚だった。まるで生まれ変わったかのように体が軽い。

「これが死ぬってことか……」

「大地……」

　傍らに、涙で濡ぬれた渚なぎさがいた。

　大地は目を疑った。

「な、なんでおまえがここに!?」

　大地は何が起こっているかわからなかった。

「どうして泣いてるんだ？　え？　まさかおまえも死んだのか？」

「違うわよ！　死んでない！　私もあんたも！」

「え……」

　大地は自分の体を見た。

　タルボに受けた傷はしっかり残っている。

　じゃあ、気を失っていただけなのか？

「なんで俺おれ……生きているんだ？」

　そう言うと、渚なぎさが真っ赤になった。

「な、なんでって、そ、その……」

《その娘がおまえに――》

「レヴィ！　余計なこと言わないでいいの！　とにかく、人魚の息吹を与えたの！」

「人魚の息吹？」

　わけがわからない。

「なんだそれ？」

「もう、助かったからいいじゃないの！　それより――」

　渚の手から、ぽとりと魔ま獣じゆう具ぐが落ちた。

「なんで、あんた、ここに来たのよ」

　大だい地ちはいきなり胸ぐらをつかまれた。

「しかも破は魔ま銛もりなんて危険なものを持って！」

「なんでって……」

　そんなの理由は一つしかない！

「おまえがたった一人で戦いに行くからだろうが！　しかも、完全な負け試合に！」

　渚がぐっと詰まる。

「そ、そんなのわかんないじゃない。勝負は時の運だってあるし……」

「言葉遊びはやめろ！　二人がかりで倒せなかったんだ！　おまえ、死ぬ覚悟してただろ！」

「う……」

「放ほうっておけるわけないだろうが！」

「な、なんで、私が逃げたって思わなかったの……なんで、私が一人で魔の海に戦いに来たって……」

「俺はなあ、ずっとおまえを見てきたの！　おまえと戦ってきた！　この状況でおまえが逃げ出すようなら、おまえは最初っから、浜はま森もりを守ろうなんて考えて、魔物と戦っていなかっただろうが！　一人で体を張って！」

「大地……」

「そんなおまえを放っておけるわけないだろ！　……うわっ！」

　いきなり柔らかいものが体におしつけられた。

　それが渚の体だということに、大地は数秒後に気づいた。

「よかった……生きてて……本当によかった……」

「……ありがとう」

　大だい地ちはそっとためらいながらも、渚なぎさの背に腕を回した。

　そして、ぎゅっと抱きしめる。

「おまえも……よく頑張ったな」

「当たり前でしょ！　私は浜はま森もりの守りの女神なんだから！」

　浜森の狂戦士なんじゃないだろうか――と大地は思ったが言わないでおいた。

「大地……」

「ん？」

「あんた……最高よ」

　渚の顔がアップになった。

　ほんの数センチ先に渚の顔がある。

　ああ、本当に綺き麗れいなやつだよなあ。

　輝く緑色の目は宝石みたいだし――そう見とれてた大地の唇に、渚の唇が押し当てられた。

　やわらかい唇の感触に、そこから熱がひろがっていく感じがした。

　心臓がどくんと大きくうつ。

「……んっ！」

　渚がそっと唇を離したかと思うと、どん、と大地を突き放す。

「勘違いしないでよね！　今のは――今のは、浜森を守った勇者に特別に与えたものなんだから！」

　渚がプイと背を向けた。

　その顔が真っ赤なのは、見なくてもわかった。

　そして、自分の顔が真っ赤なのも。

　今のは……今のって、キスだよな？

　突然すぎて、何と言っていいかわからない。

　しばし、沈黙が流れた。

「さて……帰るか」

　大地はなんとかそう言った。

　俺おれたちの町へ。

　浜森へ。

　大地はそっと唇に触れてみた。

　やわらかくて――とてもいい気分だった。

　それは、つらかった激闘を忘れさせるほどの効力があった。



    

  
    
      
エピローグ





　長かった補講も終わり、終業式を迎えた。

「さあ、みんなで遊ぶわよ――――――!!」

　空く美みがわざわざ一年の教室に来て、元気いっぱいに叫ぶ。

「夏休みもＵＭＡ研究会で集まるからね！」

「……空美、あんた声でかすぎ」

　傍らで香かお流るがぼそっと言う。

「楽しみにしてます」

　朱あか里りがにっこり笑って言う。

「絶対、誘ってくださいね。海とかプールとかがいいな!!」

　と、さりげなくリクエストしているのは光こう輝き。

　渚なぎさと大だい地ちは顔を見合わせ、微笑ほほえんだ。

　この夏は忙しくなりそうだった。



　　　　　　　＊



　そして、夏休みがやってきた。

　太陽がまさに今、自分の季節だと言わんばかりに世界を照らす。

「暑い……」

　大地はぼそっとつぶやいた。

　目の前には物見の塔がある。

　大地が壊したドアは、いつの間にか元通りにきっちりと直されていた。

　不思議な気分だった。

　この塔の中に破は魔ま銛もりがあったなんて。

　大地はドアに手をそっと触れた。

　冷たい感触が返ってくる。

　今思えば、磁じ力りよくの能力があるといえど、この扉を破り、そして破魔銛を引き寄せたことが信じられない。

　あれこそ、火事場のバカ力というのではないだろうか。

「遅いな……」

　大地は腕時計に目をやった。

　渚が遅れるはずはないのだが。

　なぜなら、今日は中なか森もりにラーメンを食べに行って、映画を見る約束をしているのだから。

「ごめ―――ん、待った!?」

　ミニスカート姿の渚なぎさが姿を現すと、周りがざわついた。

　今日の渚はいつもより、いちだんと綺き麗れいだった。

　大だい地ちはつい顔を赤らめ、横を向いてしまった。

「ちょっと！　ごめんって言ってるでしょ！」

「あ、ああ……」

「楽しみね、ラーメン！」

　渚がうっとり言う。

「ＵＭＡ映画か……久しぶりだなあ」

　渚に誘われたときはびっくりした。

　なんでも、今回頑張ったご褒美だそうだ。

　なぜか、何度も握りしめたようにくしゃくしゃになっていた。

「さ、行くか」

「うん」

　渚がこほんと咳せき払ばらいをした。

「なんだ？」

「ほ、ほら、あの、一応、デートみたいなもんじゃない、これってさ」

「デ、デートみたいなもんって言われたらそうかもしれないけど」

「じゃ、じゃあ、手くらいつなぐわよね」

　そう言うと、渚が手を差し出してきた。

　大地はそっとその手を握った。

　渚の手はやわらかく、華きや奢しやだった。

　その感触に、大地はどぎまぎし、照れ隠しに、

「おまえ……汗でべとべとだぞ」

　と、言ってしまった。

　途端に渚の目がつり上がる。

「走ってきたからしょうがないでしょ！　それにそんなことは気づいても言わないの！　女の子に恥をかかせない！」

「いてっ！」

　足をぎゅっと踏まれ、大地は悲鳴を上げた。

「さ、行くわよ」

　渚が歩き出す。

　まだ信じられない。

　あの麻生あそう渚なぎさと自分が手をつないでデートに出かけるなど。

「全部……ＵＭＡ探しから始まったんだよなあ……」

　大だい地ちはぽつりと言った。

「何の話？」

「いや、おまえと夜の学校で初めて会ったときのことを思い出して――」

　そう言うと、渚の顔がみるみる赤くなった。

　そうだ。

　あのとき、渚は全裸だった！

　大地も思い出してしまい、心臓がドキドキしてきた。

「お、おまえ、あのときなんで服を脱いでたんだ？」

「あ、あの頃ころは通路ホールを使うとよく海に落ちていたの。だから服が濡ぬれるのが嫌で脱いでから通路を通っていたのよ！」

「そうなのか……」

「まさか、夜の教室に人が来るなんて思わないでしょ！」

　渚がプイ、と顔をそらせた。

　その顔はまだ赤い。

　そして、魔ま獣じゆう具ぐ、レヴィとの出会い。

　清きよ人とが暗躍していた事件の数々。

　さまざまな魔物と戦ってきた。

　そして、とうとう智ち仙せん丸まるに会い、伝説の武器である破は魔ま銛もりまで使った。

「ね、今、潮しお騒さいが聞こえなかった？」

「え？」

　大地は耳を澄ませた。



　ザザ――――――ン。



　かすかだが、それは大地の耳にも届いた。

「行かなきゃ！　デートはお預けね！　ああ、もう！　私のラーメン！」

「俺おれのＵＭＡ映画だって！」

「そっちはどうでもいいわよ！」

　そう言いながら、渚が駆けていく。

　大地はこれから戦いだというのに、顔がほころぶのを感じた。

　俺はきっと。

　ずっと。

　このラーメン好きでわがままで自分勝手で猫かぶりな人魚姫のハーフとともに、この浜はま森もりを守っていくのだ――。





了



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      
夏休みのひととき





「もう、絶好のプール日和びよりだよね！」

　浜はま森もり高校のプール前に集まったＵＭＡ研究会の面々に、早はや瀬せ空く美みがガッツポーズをしながら叫ぶ。

　周囲からは蝉せみの大合唱。

　雲一つない真っ青な空からは、さんさんと太陽の光が惜しげもなく降り注ぐ。

「そ、そうですね……」

　暑い――。

　山やまノの上うえ大だい地ちはぐったりしながら思っていた。

「さあ、今日は特別に学校プールを使わせてもらえることになったからね！　存分に楽しんでね！」

「はあい……」

　ＵＭＡ研究会の面々から、力のない声が飛ぶ。

　今日はこの夏最高気温を記録するのではという暑さなのだ。

　できるなら、クーラーのついた部屋で寝ていたかった。

「でも、どうしてプールが借りられることになったんですか？」

　大地が尋ねると、空美がニヤリと笑った。

「ちょっと水泳部の部長とゲームをしてね。勝ったのよ！　それで一日使わせてもらえることになったの！」

「ゲームって何のゲームですか？」

「それは後のお楽しみ」

　空美が不敵に笑う。

　大地は何か嫌な予感がした。

「後のお楽しみって何か危ないことじゃないでしょうね？」

「大丈夫、大丈夫。フツーのゲームだから！」

　空美はニヤニヤ笑って、それ以上教えてくれない。

「空美先輩……元気ですね」

　麻生あそう渚なぎさがなんとかにこやかに笑う。

　汗をかいていないのはさすがだ。

　だが、さすがに暑いのか、長い蜂はち蜜みつ色の髪は後ろで束ねている。

　白いワンピースにつばのついた白い帽子。

　避暑地に来たお嬢様、といった風情だ。

　そこだけ爽さわやかな空気が流れているようにすら思える。

「ああ、渚なぎさちゃん、可愛かわいいなあ……」

　うっとりと風かざ間ま光こう輝きが渚を見つめる。

　ここにも空く美みに負けず劣らず元気な者がいた。

「夏の私服姿っていいよね……」

　光輝が汗をだらだらかきながらも、幸せそうに女子たちを眺める。

「おまえ、じろじろ見過ぎ」

　あまりに変質者っぽいので、大だい地ちは一応注意しておいた。

「はふう……」

　傍らで小さなため息が聞こえた。

　篠しの崎ざき朱あか里りが小さな体を更に小さくさせている。

　今にも倒れそうだ。

　帽子の下の顔は真っ赤になっている。

「朱里、大丈夫？」

　大地は気になって声をかけた。

「うん……何とか」

「水に入れば、楽になると思うから頑張れ」

　小柄だから体力がないのだろう。

　と思いきや、同じく小柄な小お野の寺でら香かお流るは、ひょうひょうとして空美の隣にいる。

　その淡い髪は日差しが反射して、金色に見える。

　暑いだろうに、いつもと変わらず無表情だ。

　帽子すらかぶっていない。

　なのに日焼けしないのか、肌は真っ白だ。

「さ、更衣室に入って早く出てきてね～」

「は―――――い」

　空美の声に、待ってましたとばかりにみんなは更衣室に入った。

　大地が服を脱いでいると、光輝が顔を寄せてきた。

「なんだ、暑苦しい」

　熱気がむんと押し寄せる。

「だってさ――――、楽しみじゃないか？　渚ちゃんに篠崎さん、空美先輩に香流先輩の水着姿……それを二人占めだぞ!?」

「……」

　大地は一瞬、全員の水着姿を想像してしまい、顔が真っ赤になった。

「学校のプールだから、スクール水着かな？　それとも、ビキニとかかな？　それだったらいいなあ。いや、スクール水着も捨てがたいし……」

　光こう輝きがうっとりと想像をふくらませている。

　ついていけない。

「いいから、早く行くぞ」

　大だい地ちはさっさと水着に着替えると、更衣室を出た。

「うわあ……」

　目の前には光を反射してきらめく水面が広がる。

　二十五メートルプールを独り占めだ。

　しかも今日はこの夏日のせいか、他ほかの部活をやっていないようで、グラウンドも静かだ。

　なかなかない機会だ。

　さっそく飛び込もうとした大地に、制止がかかった。

「大地くん、スト――――ップ!!」

　空く美みの鋭い声に、大地はぴたりと体を止めた。

「ダメよまずは準備運動から！　足つっちゃうわよ」

「うわ……」

　空美はそのグラマラスな体をビキニに包んでいた。

　盛り上がった胸、しっかり引き締まったウェスト。

　初めて空美を更衣室で見たときのことを思い出してしまう。

　あのときは下着姿だったが。

「うわ――――、迫力ボディだなあ……」

　更衣室を出てきた光輝が恍こう惚こつとしたように言う。

「準備運動は自由でいいでしょ」

　そう言うと、淡いグリーンに小花を散らした水着を着た香かお流るがすっとプールの中に滑り込む。

　その華きや奢しやな体といい、淡い髪と目の色といい、その姿は水の妖よう精せいを思わせた。

「授業じゃないんだから」

「わ、私はやるから！」

　そう言うと、空美が体を屈伸させ始めた。

　大きな胸が揺れ、光輝はその光景に釘くぎ付づけになっている。

　あまりの色っぽさに、大地は慌てて目をそらせた。

「お待たせ……って、もう香流先輩、プールに入ってるし！」

　更衣室から出てきたのは渚なぎさだった。

　綺き麗れいな曲線を描く体を、空色の水着に包んでいる。

　上品なワンピースタイプの水着だが、ハイレグだ。

　なので、ただでさえ長い足が、さらにすらりとして見える。

「ああっ、ビキニじゃないのか――――――でも、すごい目の保養だ……」

　光こう輝きが一人で身もだえしながら、渚なぎさを見つめる。

　渚がモデルのように優雅にプールサイドに歩いてくる。

　日焼けをしていない、真っ白い肌に、揺れる胸。

　すらりと伸びた手足。

　そのとき、大だい地ちの胸がちくんと痛んだ。

　俺おれ以外の男に渚の水着姿を見てほしくない――。

　そんな思いが胸にわきあがってきたのだ。

　なんだ、これ。

　この気持ちは。

　とりあえず、大地は光輝を突き飛ばした。

「うわっ、何すんだよ！」

　叫びながら、光輝がプールに派手に水しぶきをあげて落ちた。

　ちょっと胸がすっとした。

　そのとき、大地は朱あか里りがまだ出てきてないことに気づいた。

「朱里は？」

「どうしたんだろ。見てくるわ」

　そう言うと、空く美みが女子更衣室に向かう。

　ドアを開けると、何やら話しかけている。

　しばらくして、空美が朱里の手を引いて出てきた。

「恥ずかしいって言って……」

「だって、私だけスクール水着だし……」

　空美にうながされ、紺色のスクール水着を着た朱里がゆっくり出てきた。

　黒い髪に小柄な体にスクール水着を着た朱里は、まるで中学生のように見えた。

「可愛かわいいわよね―――、大地くん」

　同意を求められ、大地は素直に頷うなずいていた。

　清せい楚そなイメージの朱里に、スクール水着はよく似合っていた。

　朱里は真っ赤になって、今にも帰りたそうに見えた。

「水につかったら？　気持ちいいよ！」

　見かねて大地は声をかけた。

　水にさえ入れば体が隠れるので、照れがなくなると思ったからだ。

　朱里がこくんと頷くと、そっと水に入っていく。

　小柄な朱里の顎あごのところまで水がきて、体はぼやけてしか見えなくなった。

「ほんと、気持ちいいね」

　ようやくリラックスしたのか、朱あか里りに笑顔が戻った。

　笑い返そうとしたとき、ざばあっと光こう輝きが顔を水中から出した。

　そして、がしっと大だい地ちの肩に手を回す。

「水中最高！　目の保養！　女の子たち、全員集合！」

　びしっ、と親指を立てて光輝が言う。

「おまえなあ……」

「夏休み最高！　プール最高！」

　そう言うと、また光輝がざぶんと水に潜っていった。

「エロ河童がつぱかあいつは……」

「大地！　何ぼやぼやしてるの？」

　すっと近づいてきたのは渚なぎさだった。

　近くに誰だれもいないのを見計らってから、呼び捨てにしているところは、さすがに猫かぶりだ。

　渚はいつもより生き生きした表情をしていた。

「……プール、気持ちよさそうだな」

「うん、水の中っていいわ落ち着く！　さ、もう一泳ぎ！」

　そう言うと、渚が鮮やかに水を蹴けっていった。

　さすが人魚のハーフ。

　水を得た魚のようだ。

　自由自在にプールを泳ぐ渚に、大地はしばし見とれた。

「あ、大地くん！」

　名前を呼ばれた瞬間、こつんと背中に何かが当たった。

「あ……」

　振り返ると、カラフルな浮き輪が目に入った。

　浮き輪に乗っていたのは朱里だった。

　こうしてみると、本当に子どものようだ。

「ごめんなさい、当たっちゃった」

「いや、別にいいけど」

　すまなそうにしている朱里に大地は目をやった。

「泳げないの？」

「うん……潜るのが精一杯で……」

「そうなの？」

「うん……でも水につかるのは気持ちいいし、楽しい！」

　朱あか里りがにっこり笑う。

　彼女もプールを楽しんでいるようで、大だい地ちはホッとした。

「大地くん、よけて―――――！」

　その声とともに、頭に何か軽いものが当たった。

　それはビーチボールだった。

「ごめんね――――、目測誤っちゃったあ」

　そう言って近づいてきたのは渚なぎさだった。

「楽しそうね。二人とも」

　渚の笑顔がなんだか怖く感じるのは気のせいだろうか。

　いや、気のせいじゃない。

　ボールを当てたのも、たぶんわざとだ。

　大地はだいぶ、渚の本性がわかるようになっていた。

「ビーチボールやらない？」

　渚が笑顔で誘ってくる。

「そうだな、やろうか」

「私も参加します」

　朱里も一生懸命浮き輪に乗りながら、水をかく。

「じゃあ、空く美み先輩からどうぞ―――」

　渚が空美にボールをパスする。

「行くわよ――――」

　空美が楽しそうにボールを打つ。

「あてっ！」

　光こう輝きの顔面にボールが当たった。

「ごめ―――ん、緩く打ったんだけど」

　空美が不思議そうに言う。

「何やってるんだよ、鈍どんくさいな」

　大地が囁ささやくと、ボールを持った光輝がうっとり言った。

「だってさ、ボールを打つときの空美先輩の胸の揺れ……」

「おまえは沈んでいたほうがいいな」

　大地は光輝の頭を押さえつけた。

「ぐげ、がぼ……わかった。素直にビーチボールを楽しむ」

「そうしろ」

　そう言うと、大地は光輝に代わってボールを打った。

「はい！」

　渚なぎさが可愛かわいらしい声を出してボールを打つ。

　ボールが弾はじけそうなアタックを打つかと思いきや、緩いボールが香かお流るに飛んでいく。

　やはりここでも猫をかぶる気らしい。

　香流が打ったボールを、朱あか里りが一生懸命手を伸ばして打つ。

　プールはしばし、ビーチボール大会のようになった。
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「ふう……疲れた……」

　ビーチボールで張り切りすぎて、大だい地ちはほうっと一息ついた。

「さて、そろそろゲームをしましょう！」

　空く美みがプールサイドから上がると、手にソフトボールくらいの赤いボールを手にしてきた。

　例のプールの権利を勝ち取ったというゲームをやるらしい。

「今、私たちは六人います。で、ボールは五個しかありません」

　空美がにっこり笑う。

「適当に投げるから、一人、一つ拾うこと。そして、拾えなかった人には――」

　空美がびしっと手を挙げた。

「好きな人の名前を言ってもらいま――――す！」

「え――――――!?」

　空美の思わぬ申し出に、みんなから驚きの声が上がった。

「そんな……」

　泳げない朱里は、もう体を震わせている。

　確かに一番不利だろう。

　みんなのブーイングにもかかわらず、空美は自信満々だ。

「私はこれで、水泳部の部長に勝ったのよ。そして、このプールの権利を勝ち取ったの」

「ああ、これがそのゲームですか……」

　しかし、水泳部の部長に勝つとは、空美はなかなかの泳ぎ手らしい。

「そして、ついでに部長に告白させたのよね。そしたら、マネージャーとくっついて！　私もハッピー。部長もハッピーになったの！　だから、この幸運のゲームをするわよ！」

「はあ……」

　空美はもうやる気満々らしい。

　相方の香流も諦あきらめ顔だ。

「じゃあ、行くわよ――――――!!」

　輝く水面に赤いボールが飛び込んでいく。

　そして、同時に空く美みがプールに飛び込んだ。

　大だい地ちは慌てて体を沈めた。

　早くボールを探さなくては。

　大地は必死で床を見つめた。

　揺れる視界のなか、赤いボールが目に入った。

　あった！

　大地はホッとして、ボールをとった。

　水面に上がろうとしたとき、ぎこちなく水中をあたふたしている朱あか里りが目に入った。

　必死で捜しているのだろうが、ちっともボールを捉とらえられていないのが傍はた目めにもよくわかった。

　よく見えないが、泣きそうな顔をしているような気がした。

　大地はそっと朱里に近づいた。

　朱里が驚いたように大地を見る。

　大地はすっと、朱里にボールを差し出した。

　朱里が信じられないというように、大きな黒い目を見開く。

　そして、ぶんぶんと首を横に振った。

　もらえない、ということだろう。

　だが、朱里があまりに可哀想だ。

　ただでさえ、引っ込み思案なのだし。

　恥をかくなら、自分で充分だ。

　大地は朱里の手にそっとボールを握らせて浮上した。

「ぶはあっ！」

　そして、もう一度潜る。

　もう一個くらい落ちていないかな、そう思ったのだ。

　だが、もうほとんど拾われたらしく、ボールは見つからない。

　そりゃそうだろうな。

　二十五メートルの狭いプールなのだから。

　すると、赤いボールが一つ落ちているのが見えた。

　そして、そのそばにはしゃがんだままの香かお流るがいた。

　なぜか、香流はじっと大地を見たまま、ボールを拾わない。

　なんでだ？

　大地は不思議に思ったが、ボールはどう見ても香流のものだ。

　大だい地ちは諦あきらめて浮上した。

「はい、全員上がった―――――!?」

　空く美みが赤いボールを手に、元気よく声をかけてきた。

「ボールを持っていない人、手を挙げて！」

　その声に、大地は手を挙げた。

「……え？」

　戸惑った声が空美の口から漏れた。

　手を挙げていたのは、二人だったからだ。

　大地は驚いて香かお流るを見た。

　香流はいつものポーカーフェイスだ。

　ボールは彼女の足下にあった。

　なぜ、とらなかったんだろう。

「あれ？　おかしいな。ボール、少なかったっけ？」

「違うわ。私と大地くんがとらなかっただけ」

　香流があっさり言う。

「そ、そうなの？」

　空美がよくわからないというように、香流を見る。

「じゃあ、言うわね。私の好きな人っていうか、気になる人は」

　香流に全員の注目が集まった。

「……大地くんよ」

「えええええ――――――!?」

　一番激しくわめいたのは光こう輝きだった。

　他ほかのみんなも意外な言葉に呆ぼう然ぜんとしている。

　だが、声は出さずとも、一番驚いたのは大地自身だった。

　同じＵＭＡ研究会の一員とはいえ、今までろくに話したこともないのだ。

「そ、そうなの、香流！　いつから？」

「ついさっきから」

　空美の慌てっぷりを抑えるように、香流が静かに言った。

「大地くんはボールを手にしていた。でも、篠しの崎ざきさんを気遣って、彼女に自分のボールをあげたの」

「！」

　見られていたのか。

　大地は驚いて香流を見た。

「その後、私の近くにボールがあるのに気づいた。だけど、奪いにこなかった。だから、かな」

　香かお流るがじっと大だい地ちを見つめる。

　その淡い茶色の目はあまりに澄んでいて、何を考えているのかわからない。

　だが、好意をもってくれたのは確かなようだった。

「私は思いやりのある人が好き。それを伝えたかったの。だからボールはとらなかった」

「そ、そうですか」

　ドキドキする。

　女子からこんな風に率直に好意を示されることなど、今までなかったのだ。

　しかも、こんな意外な人から。

「ちょっと、びっくり。でも、大だい地ちくんの優しさは確かに魅力的よね。じゃあ、次は大地くん」

　空く美みの言葉に、みんなの視線が大地に集まる。

「ええっと……」

　大地はぐっと詰まった。

「好きな人というか、俺おれも気になる人がいて……その人はその……」

　じっとこちらを見つめる緑色の目。

　濡ぬれた蜂はち蜜みつ色の髪。

　真剣そのものの、整った顔立ち。

「たぶん、世界中で一番強い女性です」

「ええ―――、何それ！」

　空美が拍子抜けしたように言った。

「一番強いってどういう意味で？」

「ええっと、いろんな意味で……」

「結局、謎なぞなわけ？　ずるいよ」

「空美、いいじゃない」

　すがる空美を、香流がたしなめてくれた。

「大地くんの中にはその人がはっきりいるみたいだし。でも、まだ公表する時期じゃないんでしょ」

　香流が優しく微笑ほほえんだ。

　珍しい香流の笑みに、大地はもちろん、みんなが見とれた。

　この人、笑ったら、すごく可愛かわいらしいんだなあ。

　もっといつも笑っていたらいいのに。

　大地はそんなことを思った。

「よし、じゃあ、またプール遊びを再開しよう！」

　空く美みがボールを集めだした。

「せっかくプールが独占できてるんだからね」

　大だい地ちがぼうっと突っ立っていると、渚なぎさが水をかいて近づいてきた。

「どうしたのよもう疲れたの？　それとも、香かお流る先輩の告白に驚いているの？」

　渚が揶や揄ゆするように言う。

「まあ、びっくりしたよ。それにちょっと疲れた。俺おれはおまえみたいに化け物じみた体力はないからな」

「誰だれが化け物よ！」

　ぎゅ――――っと、外からは見えない背中の肉をつままれる。

「いててててて！」

「ねえ、さっきのさあ……」

　渚の手が離れた。

「世界で一番強い女性ってどういう意味？」

「そのまんまの意味」

「具体的にいるの？」

　渚がエメラルド・グリーンの瞳ひとみを輝かせて顔をのぞきこんでくる。

「まあな」

「え？　そうなの？　誰？」

「誰っていうか……その……」

　目の前にいるとは言いにくい。

「それってさあ……もしかして……」

　渚が言いかけて、顔を真っ赤にした。

　大地が言葉に詰まっていると、頭上から声が降ってきた。

「二人とも、乗らない？」

　近づいてきたのは、ビニールのいかだだ。

　上には香流が優雅にねそべり、空美が手を振っている。

「今はいいです。まず泳ぎます」

　渚がにっこり笑う。

「俺ももうちょっと水の中にいます」

「わかった――――」

　そう言うと、空美が楽しそうにいかだを手でこぐ。

　渚が顔をこちらに向けてきた。

「ねえ、潜水の競争しようよ！」

「潜水？　ああ、いいけど」

　これでも泳ぎにはわりと自信がある。

「よし、じゃあ、行くわよ。スタート！」

　二人は同時に潜った。

「!!」

　泳ぎだした大だい地ちは、隣をすっと渚なぎさが通り過ぎていくのを感じた。

　速い！

　隣を見ると、優雅に泳いでいる渚の姿が目に入った。

　軽やかに水を蹴ける長い足。

　水になびく蜂はち蜜みつ色の髪。

　しなやかな体。

　それは本当に人魚のように美しかった。

「ぷはあっ！」

　大地は息が続かず、顔を上げた。

　そのとき、クロールで渚が泳いできた。

　さっきの優雅さとは違い、まるでサメのような迫力だ。



　ザザ―――――――ン。



「!!」

　渚と大地は同時に顔を見合わせた。

「今のって！」

「潮しお騒さい!?」

　そのとき、二人の上に影が落ちた。

「うわ――――、どいてどいて！」

　ビニールいかだが倒れてきた。

　そして、その上に乗っていた空く美みたちも。

「うわっ!!」

　ひっくり返ったビニールいかだの下敷きになり、渚と大地は水中に沈んだ。

　ごぼごぼ――と泡に包まれながら、大地はなんとか体勢をたてなおした。

　そのとき、渚と水中で目と目が合った。

　まるで、キスする直前のようだな――。

　そう思ったとき、渚がにっこり笑った。

　そして、大地の横をすり抜けるようにして浮上していく。

　あ――。

「ぷはあっ！」

　大だい地ちは水から顔を出した。

　渚なぎさは空く美みたちと、ひっくり返ったビニールいかだを押している。

　何事もなかったかのように。

　さっき――さっき、俺おれの頬ほおにキスして浮上したよな。

　確か――。

　大地はそっと濡ぬれた頬に手をやった。

　気のせい、だったのだろうか。

　いや――。

「いい天気ねえ」

　渚が笑顔を向けてくる。その頬はほんのり赤い。

　やっぱり、気のせいじゃない。

「ああ、本当だな」

　大地も笑顔を返した。

　潮しお騒さいはもう聞こえない。

　さっきのは、いかだが転覆した音だったらしい。

　平和な夏休みの午後。

　空は青く、どこまでも広く――。



　渚と大地は知っている。

　この平和な光景は、自分たちが勝ちとったものだと。



　そして、それを守るため、これからも進んでいくのだと。





了



    

  
    
      
あとがき



　こんにちは、城き崎ざき火か也やです。



　土と志し紀き編、いかがだったでしょうか。



　とりあえず、これで一区切りとなります。



　最初に張った伏線や設定はできるだけ拾いましたが、これはこの段階で明かしても意味がない、と思われたものはそのまま謎なぞにしてあります。



　空く美みや香かお流るたちをもっと活躍させてあげたかったな、などの思いはありますが、書きたいことは書けたので、よしとします。



　最後におまけの短編を書いたので、それも併せて楽しんでいただければと思います。



　読者の皆様のおかげで、ここまで書いてこれました。

　渚なぎさと大だい地ちを書くのは、本当に楽しかったです。

　願わくば、皆様が面白く読んでくれれば、と思います。

　ありがとうございました。



　そして、お世話になった、担当さま、並びに編集部の皆様、イラストレーターさんたちに心からお礼を。

　ありがとうございました。



　また機会があれば、お会いしましょう。

　よろしくお願い致します。





二〇〇九年四月某日

城崎火也拝
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